
長野 rl'Jの埋蔵文化財第24集

塩崎遺跡群 v 殿屋敷遺跡

―角間地区市道路改良事業地点

1 9 8 7. 

長
長

野
野

ヒ
µ

ヒ
µ

_r
-r
 

教
造

育
跡

8

 

員
査

委
調

会
会



序

きれいな空気とさわやかな緑あふれる山々に囲まれた長野市は 、 上信越高原

国立公園の飯綱•戸隠などの北信五岳を背景に善光寺平（盆地）が繰り広げられ

ております。

また、 市内中央には、 千曲川 ・犀川の二大河川の清流が淀みな〈流れ市民生

活を遠古以来支えてきてくれました。

この善光寺平は 、 国宝善光寺を始め、 松代藩真田10万石や川中島古戦場等の

史跡、 茶臼山動植物園 ・ 恐竜公園等数多くの観光資源にも恵まれ四季を通じて

親しまれております。

このような恵まれた自然環境のなかで住み続けてきた我々の祖先が営々と築

き上げてきた幾多の埋蔵文化財を始めとする文化遺産が残されています。

このたぴ、 地方改善施設整備事業の一環として篠ノ井角間地区道路改良事業

に伴う市道拡幅工事が実施する運びとなりました。

もとよりこの地一帯は塩綺逍跡群の北側に位置し、 過去の調査でも周辺地域

から著名な遣跡が発見されております。 現代に生きる私どもは残された文化遺

産を誇りをもって保護・保存に努め、 更に後世に伝えていかなければならない

立場から、 この地に眠る埋蔵文化財の発掘調査を事業箔エ以前に実施すること

にいたしました。

発掘調査の結果、 弥生時代から中世に至る造構・造物が発見されました。 そ

の内容につきましては本書へ詳細に記載してあります。 本忠が埋蔵文化財にた

いし一府のご理解と地域の文化の向上に役立ていただければ大変幸甚に存じま

す。

終わりに、 発掘調査にあたり地元の皆様方のご協力を始め、 報告書作成に至

るまでの間 、 多〈の方々からご指荘、 ご協力を賜りましたことに対して心から

感謝申し上げます。

昭和62年8月 長野市教脊委只会教育長

長野 市逍跡調在会長 奥村 秀雄
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本書は、 長野市と長野市教育委員会が設留した長野市遺跡調査会との契約にもとづいて、 長

野市遺跡調査会が組織する遺跡調査団によって実施された地方改善施設整備事業（角問地区道路

改良平業）地内における埋蔵文化財発掘調査報告書である。

本書は、 調査によって確認· 検出された遺構・遣物を中心に、 その基本資料を提示すること

に重点をおいた。
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遺構図は、 遣り方水糸配線により1/20の縮尺で基本図をとり 、 1/60の縮尺を甚本にして 、

詳細を要するものは1/30で図示した。 遺物については1/3で図示し 、 貨幣は1/2である。

尚、 遺構断面図に標高値を記した。
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5
 

遺物実測図中 、 断面をつぶしてあるものは須恵器、

表現する。

本文中の調査日誌・遺構図に遺構略号を使用した。

白抜きのものは土師器（一部灰釉陶器）を

SB は住居址、 SEは井戸址、 SDは溝

址、 SKは土猥の意味である。

6
 

調査にかかわる資料は、 当面長野市埋蔵文化財センタ ーで保管するが、 最終的には長野市立

博物館で保管する。
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第1章 調査の経過

第1節 調査に至る経過

1 分布調査（試掘）

昭和61年5 月 2日付で、 長野市福祉部から教育委員会に「角間地区道路改良工事にともなう発

掘調査について」の照会があった。 この時点で示された事業概要は、 延長236m 、 幅5 m (側溝含

む）で、 単純計算するに118 0m'に及ぶものであった。 教育委員会社会教育課では、 調査機能を有す

る博物館に調査を委任し、 事業地内を調査したところ地形から塩崎遺跡群の範囲内に含まれるも

のと思料された。 ただ遺物が表面採梨でき•なかった点と、 浄信寺JII寄りに幾分凹地化する微地形

I - 1 調在地及ぴ試掘坑

-1-

からの変換点が確認されるため、 遺構

の密集度及ぴ範囲確認のため分布調査

を必要とする旨回答した。 その後用地

交渉等諸々の事情で事業落工予定が遅

れ、 東西に延ぴる幹線の分布調査が実

施されたのは昭和61年11月26日のこと

である。 この結果を「長野市篠ノ井塩

崎角間地区道路改良工事事業用地内埋

蔵文化財確認調査概要書」として長野

市福祉部に提出した。 その概要は以下

のとおりである。

1調査地 長野市篠ノ井塩崎角間

2調査の目的 角間地区道路改良工

事に先立ち 、 事業用地内を試掘し 、

埋蔵文化財の有無などを調査し 、

その保護対策に備える。

3調査年月日 昭和6 1 年 1 1 月26日

4調査方法 事業予定地内の任意の

地点に試掘抗を設閻し、 パ ックホ

ーを用いて掘削し 、 坑内断面にお



いて土層を観察することにより、 遺物の包含状況及ぴ遺構の存在の有無を確認する。 遺物・

遺構等の存在が明確になった場合には、 記録保存等の保護措窟に備えるため掘削を最小限に

とどめる。

5調査結果 試掘坑はA-C地点の 3 ケ所に設定した(I - l) 。 そのうちA地点ならぴにB地

点においては住居址と思われる遺構が、 またすべての地点において遣物包含層が確認された。

A地点においては、 56 cmにわたる表土及ぴ攪乱府の下にIll- VII層の未攪乱層が検出される。

このうち遺物包含層として把握し得るのは、 IV-VIの 3 層で、 須恵器• 土師器等の破片が出

土している。 特にIV層は、 焼土をともなう落ち込みが確認され、 明確にはし得ぬが住居址の

可能性も考えられる。 最下層のVII層は、 遺物の出土倣は少ないが、 床面も検出され住居址で

あることは明確である。

B地点においては、 20cmにわたる表土下にII-IV層の未攪乱層が検出された。 いずれの層か

らも土師器・須恵器の破片が出土し 、 遺物包含層としての把据し得る。

C地点においては、 34cmの表土下に11 -V層の未攪乱陪が検出された。 Ill·IV層からは、 土

師器の破片が出土し、 床面も検出されたことにより住居址であることは明確である。 （土屑柱

状図略）
6 所見 試掘調査の結果、 事業予定地内はかなり広範囲にわたり住居址等の遺構ならびに遺物

包含層が存在することが明確である。 時代等の詳細は特定できぬまでも集落遺跡の存在が想

定され、 施工に先立って発掘調査を実施 し 、 記録保存する必要がある。

ただこの調査で南北2本の支線部分を実施しなかったため範囲確認まそ至っていない。 ともあ

れ所見から全面遺跡と推定し、 5 月段階で提出した計画害· 子算害を変更しなかった。 即ち 、 事

業面積1.180m'中1.000而以上を発掘調査し 、 発掘調査作業28 日、 調査に要する費用6.000千円を計

上した。

2 本調査

分布調査の結果に基づいて発掘調査の態勢を考慮しながら待機していたのであるが、 担当部課

における調整が思いのほか困難を栖め、 道路改良本工事は昭和62年度にわたるものとなった。 そ

れ故、 発掘調査の依頼があったのは3 月に入ってからである。 この問に事業面積の変更があり、

調査期間25 日 に、 費用も5,000千円に滅少した。 委託契約害締結日 は、 昭和6 2年3月20日である。

ところが、 今度は教育委員会の機構改革が具体化し 、 4月1 日から長野市埋蔵文化財センタ ーが

新たに設置され、 それに伴う人事移動という発掘調査受託者側からの問題が浮上して来た。 その

ため本調査の実施にあたっては、 新年度、 新体制によって行われるべきものと判断し、 4月以降

開始することにした。
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4 月 1 II 長野市埋蔵文化財セ ン タ ーの新設。 艮野市遺跡調査会等の業務を 引 継 ぐ 。 長野市遺

跡調査会へは 、 長野 市埋蔵文化財セ ン ター職貝 の出向とい う かたち に な り、 事務局も セ ン タ ーへ

移管する。

尚 、 エ1位汀． 程 I ·. ヽ 束fUJJの南北支線を 1区、 西側の同支線を II 区 、 東西の幹線をLJJ 区 と呼称して

調在を進める。

第 2 節 調査 日 誌

4 月 2 0 11 (昭） I 区の表ヒ除去作業を 開始する。

4 月 21「I (lli'r) I区の表上除去完 f し、 II 区 の表土除去作業にかかる。 発掘調査機器材 を 搬

入する。 浄信寺Ill添いに 追構は見られない。

4 月 22 1 1 ( lltf · 公） 本 H より作業貝 の協力のも とに発掘調在にかかる。 天硲を設営し 基地と

する。 I区の残 lこ処理を し なが ら 遣構確認作業を進め る。 II区表：：I::除去作業を行う 。

4 月23 Fl (公） I区の遺構をほぼ確認し、 検出にかかる。 この地区に お ける土猥 • 井戸址群

の調在をほぽ完 了する。 上堀 12基 • 井戸址 6 甚 を 確認した。

4月24 11 (晴l S B  I · 2 及びそ の内部に ある造構の調究を開始し、 1日で完掘する。 I区

の写真撮影を 行 う 。 I I区の追構確認作業を 開始する。

4 月 25 日 （睛） I 区 の実測作業する一 方、 住居址等の詳細確認調査を行 う 。 本日で I 区の全

調在を完fする。

I - 2 I 区の調1t(土堀 . JI: 戸址の検出）
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4 月27 日 （晴） Il区の残土処理 と 遺構確認調査を終え、 検出作業にかかる。

4 月28 日 （盈） S B 3 を掘り上げ、 S D 2 · 3 を継続調査とする。 S D 2 の上面に内耳土器

がつぷれて発見された。

4 月30 日 （公） 溝址の調査を進める一方、 南半部に散在する上猥群 ( S D 13-20) の調査にか

かる。 S D 3は弥生時代の溝址か。 S K20から 1/9耳壺が出上 し 注 目 される。

5 月1 日 （晴） S D 4の検出後、 I I区全体の消掃・写真船彩を し 、 発掘調Jt作業を 午前中で

終 了 す る。 午後遺構測鼠を 行い11区にお ける作業を 全て終了する。

こ の後 、 道路改良工事の進捗状況 に よ りlll区の調査は一時中止する。

5 月11日 （晴） ・ 12日 （晴） 川区表土除去作業 を 求 よ り閉始する。 ガス管が埋設 さ れ て お り 、

ガ ス 管北側 を地表下120cm程除去し 、 遺構を確認する も 明確にな ら な い。

5 月13日 （盈 • 雨） 本日よ りJJI区の残土処理を開始するも表土除去が足りなかったためか逍

構形態が明確に な ら ない。 降雨はげ し 〈 な り午前中で作業 を 中 止する。 午後出 勤して来た 2名と

土器洗浄 を し な が ら 、 表土除去作業に立ち合う 。

5 月14日 （雨） 雨のため作業中止。

表土除去作業が進行し ているため、 終

日立ち合う 。

5 月15日 （雨・晴） 昨日来の降雨

に よ り、 残土処理が不能と思料される

ため作業を18日まで中止する。 表土除

去作業が継続し ているため終日立ち合

つ 。

5 月18日 （晴） 桃の摘果作業が最

盛期 を 迎 え 、 作業貝の参集が悪 く なる。

m区 を a (11 区束） · b ( IT 区西の束半

分） . C (西半分） に小区分し 、 検出面の

遣物を分ける。 工事の都合上a地点を

あとに ま わ し 、 b · C 地点の残土処理

を 実施する。 a 地点の残土処理部分（約

2 0cm) の遺構確認を 行 う も明確にな ら

な い。 この部分の一部は、 後に廃土地

としたため調査でき なか っ たが、 大溝

の一 端がかかっている模様。

5 月19日 （晴） C 地点の残土処理 I - 3 JI 区の調査（溝址の検出）
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を進めると と L に b 地点 の遺構検出作業にかかる。 確認面は同 色同質系で、 形態確認に 困難を極

めた 。 S B 4 - 6 、 S E 7 の調布にかかる。

5 月20 n (Hti') 新た に S B 7 - 9 、 S E 8 · 9 の検出を始める。 S B 4 - 6 、 S D 6 、 S E

7 · 8 を 完掘し写其搬影をする。

5 月21l:J (昭） 暑い ー 「l 、 7 月 中 旬 の気温とのこと。 S B 7 · 9 、 S E 9 を継続調査する。

S BIO、 S K21· 22の調在に かかる。

5 月 22ti (昭） S B l l 以 西の遺構確認作業を進める。 S Bllの検出を始める。 S B 7 - 9 周

辺遣構の写真樹彩後、 S B 4 - 9 、 S E 7 - 9 、 S K21 · 22、 S D 6 の実測 を する。

5 月25 0 (晴） S B l lを 継続調在する。 新たに S B 12· 1 3、 S K23· 24の調査を開始する。

S B10 · 11 の写真樹影を 行う。

5 月2 6日 （公 · a�n s B 1 3を完掘する。 S E ll、 S Bl5の形態確認と掘り下げを 開始する。

S 8 12· 13付近の＇げ瓜撮影を行う 。

5 月27 「I (公） S B 14 · 15 、 ピ ッ ト 群を 完掘 し 、 写其撮影を行う 。 S Bl 0 - 1 3、 S K23· 24、

ピ ッ ト 群のi!IIJ lJ: を実施する。

5 月28 日 (H,'J ) S B l 1の粕森をしたところ 東壁は も っ と束にあることがわかり 、 掘り下げ後、

写真撮影する。 S 13 14 · 15付近の補足実測を し 、 b · C 地点の調査を終了する。 a区西よ り 残土

処理を し 、 形態が確認できた S B16、 S D 7 、 S K26·27から 調究にかかる。

5 月 29 日 （函） S B 16を完掘 し 、 S D 7 とと も に写真撮影を行う。 S B16 以束の残土を処理

し、 S B 17、 S K28 · 29を検出する。

I - 4  lll区の調査（住居址の検出）

ー 5 ー



I - 5 IV区の調査（土141の検出）

6月 1 日 S B l7、 SI<.28 · 29完掘 し 、 写真撮影後、 残土処理を進める。

6月 2日 （公） SB 19 · 21を調査する。 S B21の方が新 し い。 S B20は床面かな く 、 住居址

で は な い だ ろ う 。 S B 16-19とその間の遺構を測爵する。 調査区残り の部分の残上処埋は ベ ッ ク

ホ ーを 使 用 して行う 。

6月 3日 （晴） S B20を完掘し 、 写真撮影を行う 。 S1<31 · 32、 SD l5 - 17の調査を開始す

る。 SB18を 測最する。 この部分に自然堤防 を縦断する大溝を発見する。

6月 4 日 （晴） 昨日の調査を 続 け、 完掘後 、 写真撮彩。 調丘器機器材 を撤収し 、 発掘調森を

終了する。

6月 5 日 （晴） S E l5 -17 、 SK31ー33を測益し 、 現場に於ける作業 を 全て 終 了 する。

第 3 節 調査会 ・ 調査団の編成

1 長野市造跡調査会規約

（ 目 的）

第 1 条 この調査会は 、 長野市教育委貝会の委託を受けて、 長野市所在の埋蔵文化財逍跡の発掘

調査の調整企画及びそれに基づく 発掘調査 • 分布調査を実施し 、 その記録作成と 、 発掘された

文化財の保存活用について、 研究するこ と を 目 的 と する。

（名 称）

第 2条 この調査会は 、 長野市造跡調査会 （以下 「調査会」 と い う 。 ） と称する。
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（事務所）

第 3条 調査会の事務所は、 長野市埋蔵文化財セ ン タ ー （以下 「文化財セ ン ター」 と い う 。 ） 内にお

（会 長）

第 4 条 調査会の会長は、 長野市教育委貝会教育長をもっ てあてる。

2 会長は 、 調査会の業務を総理し、 調査会を代表する。

（委 貝）

第 5 条 調査会の委貝は、 学識経験者、 調査団長及ぴ事務局職貝 と して 、 会長が委嘱又は任命す

る。

（調査団の編成）

第 6条 調査の規模、 性格その他の特性及ぴ必要に応じ 、 調査団長 ・ 調査主任及ぴ調査員を会長

が委嘱する。

（経 費）

第 7 条 調査会の経費は、 調査委託料及ぴその他の収入を も っ て あ てる。

（職 員）

第 8 条 調査会の事務については、 文化財セ ン タ ー職員を も っ て あ てる。

（監 事）

第 9 条 調査会に監事を お き 、 長野市教育委員会事務局総務課長を も っ て あ て る。

（補 則）

第 1 0条 この規約に定める も ののほか、 調査会の運営に関し必要な事項は、 会長が別に定める。

附 則

この規約は、 昭和62年 4 月 1 日か ら 施行する。

2 長野市遺跡調査会の組織

会 長 奥村秀雄 （教育長）

女未 員 米山ー政 （長野市文化財保護審議会長）

＂ 小林 学 （ ＂ 委貝）

II 関川千代丸 （文化財専門主事） 昭和62年 6 月 16 日 退任
“ 丸山義仁 （教育次長）

＂ 矢□忠良 （調査団長）

＂ 青木和明 （調査主任）

監 事 戸津幸雄 （教育次長副任兼総務課長）
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事務局長 小木曽敏 （長野市埋蔵文化財セ ン タ ー所長）

事務局貝 小山 正 ( II 所長補佐）

矢 口 忠良 ( II 調査係長） ・野木和明 ( II 調査係主平） ・千野浩 （ ，， 調査係主

事）

3 調査団の編成

総括沢任者 小木曽敏 （長野市埋蔵文化セ ン タ ー所長）

庶務 ・ 経理 小山 正 ( II 所長補佐）

II 倉田佳世子 （ II 職m
調 査 団 長 矢 口 忠 良 （ ＂ 、 U1区担当 、 第 2 · 3 卒遺構執箪）

調 査 主 任 青木和明 （ I/ 、 I 区担当）

＂ 千野 浩 ( ＂ 、 II 区担当 、 遺構整凶 • 第 3 意遺物執筆）

調 査 貝 中殿章子 （ II 、 遺構 ・ 遺物実測及び整図）

横 山 かよ 子 （ ＂ ＂ ） 

森山嘉亮 （長野県考古学会貝）

調査補助貝 柳沢和久 （愛知学院大学学生、 遣物整理 ・ 実測）

斉藤孝之 （ ） 

原 正樹 （東京経済大学学生、 ,, ) 

調査作業貝 伊藤 き よ み • 伊藤た き 子 ・ 伊藤忠治 ・ 小幡つやの • 北沢やすい • 北村利雄 ・ 小出

史子 ・ 三宅け さ み • 三宅忠正 • 三宅利正 • 宮崎保雄 • 宮長周蔵 I 矢島喜和子 ・ 矢

島善次 • 矢島秀子 ・ 渡利つや子 ・ 内 山 直 子 ・ 大田盟ー • 関 口 と し 子 ・ 山岸 さ よ 子

整理作業員 岡沢治子 • 徳成奈於子

以上の方々の他に、 矢島善次氏には作業貝の手配等で手を煩わせ、 伊藤勝美氏 ・ 後藤沖太良氏 ・

後藤茂廣氏には 、 電話 ・ 水道 ・ 天碓設営敷地の提供等でお世話に な り 、 一城建設仰には調査に際

し 何 か と 便宜 を い た だ い た 。 記 し て感謝申 し 上 げ ま す。
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第2章 調査地周 辺の環境

本調査地は 、 長野市篠 ノ tけ角間字北殿屋敷と 字南下枡地藉にあり、 塩鯰遺跡群の北測に位笠す

る 。 も と よ り 二の追跡群は 、 千 rll1 川左岸に展開 す る 自 然堤防上にあ リ 、 直線距離にて南北約2.1

km、 塩崎小学校付近の東西間は約0.85kmの広大 な も のである 。 そのため従来は 、 遣物採集地の小

字名等を と り 、 小範囲分割し個々の追跡名 と して呼称して米た。 それは上流から 、 銅鉾と 同石製

校造品の出 J-. した松節遣跡、 こ の 自 然堤防で初めて弥生時代住居址を検出 した中条遺跡、 弥生文

化の波 及期のJ.:器が採集 されてい る 伊勢宮追跡、 弥生時代の炭化米が出土した一本木遺跡、 プー

ル建設時に弥'-I=.時代後期の完形上 器 が 多 鎚 に 出 土 し た と い う 塩崎小学校敷地遺跡、 旧 篠 ノ 井市指

定文化財であった薬壺If視灰釉掏器が出 土 した殿屋敷遺跡、 そ し て最 も 北 に 山崎遺跡等の学史上著

名 な遺跡が連続する 。 し かし昭和52年に発 表 さ れた長野県教育委員会に よ る 遺跡地図では 、 これ

らを大 き く 塩崎逍跡群 と 取 リ 扱 う よ う にな っ た。 それは分布調査に よ る 表面採集の成果と地形的

に区別する要素がな い こ と を 考慮 し た も のである 。 昭和52年 -54年度の塩崎小学校校舎改築I事

に 先立って実施された緊急発掘調究では弥生時代中期から 平安時代にかけ、 約2, 200m'の空間に 、

住居址86屯f ・ 建物址 3軒 · 柱穴詳 l ケ 所、 方形周溝蒻 l 基 • 溝址 5 ケ所 • 井戸址 4 甚 • 土猥 7 基

を検出 し 、 更に昭和59年度の塩崎児煎館建設予定地の調査では、 奈良時代を中心 と す る 10軒の（主

l l -1 塩節瑣跡群遠屎（西よ り ）

- 9-
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居址を確認している。 ま た昭 和 60年 度に 自 然堤防南半分程を縦断するように調査した市道松節一

小田井神社地点遣跡 （松節・中 条 • 伊勢宮・一本木の各遺跡の一部を含む） では、 延長623m (2754 m•) 
に弥生中期から平安時代にかけ、 住居址 192軒 以上•土猥砒 （木棺抵含） 31基•土猥 （井戸址含） 113 

碁 • 溝址33ケ所等の発見に及ぴ、 遺跡の中心はどこ にでも存在し 、 それも一連の流れの中に存在

することを実証している。 こ とはどさように 、 学史上地点遺跡名称として こ れらを使い分けでき

ようが、 総体として 一つ の遺跡名 を もって 代表させることは困難である。 こ う し た意味からも、

本遺跡を塩崎姐跡群殿屋敷遺跡市逍角間線地点として 、 通称市道角間線遺跡とする。

調査地は宅地の 中 に あ り 、 標高約35 6mである。 ちなみに塩崎小学校で357. 6mであったものが

調査地東西線の東端付近で356.2mにな り 、 浄信寺川横の道路で355.2mになる。 自 然堤防は塩崎

小学校付近から北に傾斜し 、 調査地内でも 65mの間に l m程の比高差を有する。 そして 山崎地籍

にかけ徐 々 に 高 〈 なる。 こ れは今回 の調査で明かとなった無遺構地域が存在し たこ とと考え合わ

せると、 古 く から地形の変換点があり、 浄信寺川凹地があったことを うかがわせる。

〔参考文献）
塩崎村史刊行会 「塩崎村史j 昭和46年
更級埴科地方誌刊行会 「更級埴科地方誌第二巻J 昭和53年
長野市教委 「塩崎遺跡群—塩崎小学校地点遺跡第 1 - 3 次調査ーJ 昭和53-55年 (3分冊）
長野市教委 「塩崎遺跡群IV ― 市道松節ー小田井神社地点遺跡J 昭和61年

- 11 -



第 3 章 調 査

第 1 節 遺構の分布状態 ( 111- 1 - 5 )

工事の工程上、 東側の南北支線を I 区 、 西側の同支線

をI T 区、 東西の幹線をlII 区と呼称したことは、 前に も 記

した。 これ以後の記述もこの例にならう。 I 区は 、 III 区

から約4Qm以北、 弥生時代の 1 号（主居址を境に 、 逍構が

認められな く な り、 遣物の出上址も激滅する。 ま た11 区

遺構地域 に な る。 ただ両区とも 住居址の数が少な く 、 土

猥 • 井戸址が目 につ く 。 LIi区との接点部は、 残土処理し

われる。 !II 区では遺構の確認を容易にするため 、 他区よ

り 20cmほど深 〈 掘り下げ調査を実施した。 そのため 18号

住居址のよ うに床面を確認したに す ぎ な い も の も あり、

住居址の掘 り 込みが浅い検出のも の も ある。 こう した面

から考えると 、 I · II 区の調査は意外 と 正確 な 遺構を提

示しているのか も しれない。 とり も なおさずm 区から住

m- 2 11区の遺構

-12一

111- 1 I 区の追枯
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居址の検出例が増加し、 ま た重複関係

にあるi却吾址も 見 ら れ 、 この地点あた

りから 塩崎遺跡群が南に展開するよう

である。 ただ山崎遺跡の取 り 扱いにつ

いては、 遺跡の内容及ぴ地形的にそう

違うものでな い よ うに推定 さ れ 、 従来

通り塩綺遺跡群内の遺跡とする。

第 2 節 縄文時代
の 遣物

塩崎遺跡群内で縄文時代晩期終末に

位羅する土器片が出土し ている所は、

一本木遺跡と伊勢宮遺跡がある。 この

時 期 に はすでに 自 然堤防と何らかのか

かわりを有し て この地まで進出 し て 来

たと予 想 さ れ て いるが、 遺構を伴わず、

単独出土であるためその内容がいかな

るものかは今のところ不明である。 さ

て本調査地でも 該期の土器 l 片が出土

している (([(- 6 )。 1 号住居址覆土か

らのも ので、 鉢形の精製土器と推定さ

れる。 口縁部外面に 2本の沈線がめ ぐ

り 、 その下は浮線網状文になる。 内外

面ともていねいにみがかれ光沢を帯び

る。 焼成は良 〈 、 胎 土に微砂粒を混入

し て いる。 淡黄褐色 を呈する。 外面は

剥離し ているが、 破損部の角 には著し

い磨耗が認められない。

m- 5 m区西側の遺構

一

・ ' ;
�- .: . 今 ，
、 9

む•

゜ 5げI

111- 6 縄文時代七器拓彩

-14 一
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第 3 節 弥生時代の遺構 と 遺物

当該期の遺構及ひ紺物は 、 予想外に少な〈 住居址2軒と若干の遣物を検出 したにすぎない。 ま

た時期 も 後期に編年される もので、 中 期の追構 ・ 遺物は存在 し なかっ た。 この地での集落の開始

は 後期からの展開といえよう。

1 号住居址

逍構 ( !11- 7 - 9 ) l 区の中 央付近 、 遣構としては北端の、 浄信寺川 か ら 序 々 に 傾斜を高めた

平坦近 〈 に移行する地点にある。 北西隅部と南束開部付近は 調査地域外に延ぴるため住居址全体

を露呈することはでき なかった。 本址内北側に平安時代の 1 号土猥がある。 住居址形態は隅丸長

方形を呈し 、 長軸7. 05m・ 短軸4.95mの規校になる。 長軸方位はN-15·-wである。 検出面から

の掘り込みは浅 く 、 北壁 7 cm · 南壁 6 cm · 東 壁 1 1cm · 西 壁 6 cmを測るにすぎない。 床面は地形勾

配と同様北側がい 〈 分低 〈 なる も のの平坦で軟弱である 。 柱穴は 5 個確認され、 P i · P3が主柱穴

と推定されるが、 P 1 と対をなす北束開のものが見あたらない。 掘り込みの深さ等からP 1 - P,が

IU- 7 1 号住居址、 1 号土猥、 1 号井戸址

- 17 ー
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主柱穴の可能性 も す て が た い。 炉は壺の体部上半 を 逆

位に埋設 し た も ので上面の径33cm · 深 さ 15cm を 測 り 、

底 面 に 同個体の頸部破 片 が敷 か れ て い た 。 炉の埋設に

あ た っ て の掘 り 込み は 北側か ら 南側の土 器か密着 し た

部位 ま で約6 0cm を測 る 。 内 部 に は 下か ら 4 cm程の灰 層、

そ の上部 に 約 1 cmの炭 層 が認め ら れ た 。 た だ気 に な る

のは柱穴 と 同 様炉の位置の問題で あ る 。 通 常柱 穴 間の

中 央で住居址内 に 設置 さ れ る か 、 本址の も のは こ の規

格か ら は ず れ て い る 。 こ の他の施 設 と し て 意味不明 の LIi - 9 1 号住居址炉

•• 堀状の浅 い掘 り 込み が北壁 中 央下 と 南壁寄 り に 確認 さ れ、 ま た 南西 隅部のみ に 周 溝状の遺構か

あ る 。
遺物 ( lll - 10 · ll) 出 土遺物の う ち 図上復元で き る も の は 壺 3 個・蓋 l 個で あ る が赤色塗彩 さ

れ た 椀 • 高杯 片 も 出土 し て い る 。 lll-10-1 は壺の頸部で図示 し た 部分 は は ぱ完存す る 。文様 は、 櫛

描横線文 を 3 帯以上 、 上か ら 下へ施文 し た 後 に 円 形 浮文 を 貼 付す る 。 文様帯下は斜方向 のハ ケ調

整後て い ね い な ヘ ラ 磨 き 力吋狙 さ れ 赤色塗彩 さ れ る 。 内 面の調 整 は 剥落 が著 し い た め観察で き な い 。

� 

10cm 

III - 10 1 号住居址出土土器実測図
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\
3

 

裟
Y

，
 

ぇ
鸞・グ

喜
；
好

圭
賣・
ミ

;
J.，

冒
�

6

――-t-_iii
芦9

、
.

5:•一ヽt

t'
 

玉
晏’

言表．
忘

-
J

2
 

`
＼

〗

．

一

｀
 
ら・

,‘
 •••
 I
 

(

-

[

:，'
,．
『

·

-＂.
.

 
．

 

i
•
 

•.
 
、
.‘.

 

！
ー ， ．

、
.

ア,"
．-

i
.it-

`
 

． ．
 ↓

 
．．

 

•

?

9
.
B
i

 
.
i
 

．．
．．

 

\ l
 

誓
y

.

｀ ー
"[

ィ5
•
し9

ン
，

（
》

憂["
ご 4

．

鴻
．

羹
』――

疇
[

g姿

妾r

•.
 m 

•,＂
 

\
5

 

旱
更―
•一

寿
全

.，.
 

� み彎〗
否

7)8

ー．．
 
門
•
9.
 

�ぎ
戸5
·―-> ·,．

栞
i
f

t
ì·
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4 は大形の壺体部上半である 。 外面はていねいにヘラ 磨 き が施 さ れ赤色塗彩 さ れ る 。 内面は こ の

上器が炉 と し て利 用 さ れ て い た た めか剥落が著 し い。 2 は小形の壺形土器で頸部以上を欠損する 。

外面の体部上半は下半に比べ て て い ね い に ヘラ 磨 き で仕上げら れ て い る が、 全面に赤色塗彩力憎i

される 。 内面の調整は横ハケナデ後指頭に よ っ て い る が雑である 。 底部内面に赤色顔料が付済し

て お り 、 頸部よ り 上が赤色登彩 さ れて い た こ と を う かがわせる 。 3 は 蓋の天井部付近の破片であ

る 。 つ ま み部の頂部は凹み 、 ナデ調整 さ れ る 。 外面は不定方向に比較的ていねいなヘラ磨 き が施

さ れ て い る 。 内 而 も 同様であ るが外面 よ り 雑に仕上げら れ て い る 。 この他m- 11で図示 し た よ う

に 壺 と 甕の破片が出 土 し て い る 。 共に櫛描横線文を 碁調 と し て お り 、 4 と 5 を 除 き 他に は こ の横

線文をヘラ状施文見で縦に切る所謂T字文が認め ら れ る 。 6 -32は甕の破片である 。 6 - 8 は ロ

縁部付近で、 6 の頸部には櫛描横線文があ り 、 8 の口辺部は無文帯と あ る 。 9 -14は頸部か ら体

部上半の破片で 、 頸部屈曲部 に は 12 を 除 き 簾状文が認 め ら れ 、 こ の上下には櫛描波状文がめ ぐ る 。

特 に 9 の波状文は振幅 • 波 長 と も 短か 〈 て いね い で あ る 。 15-32は体部下半の破片である 。 体部

下 半 ま で雑な波状文をめ ぐ ら す も のが 多 い。 28-32は底部付近の破片であ ろ う 。 28に み ら れ る よ

う に 波状文下位に施文せ ら れ るヘ ラ に よ る 斜行線文 に よ る格子目 風な文様を構成する 。

16号住居址

遺構 ( 111- 12) III区中央付近 に あ り 、 住居址のほぼ 4 分の 1 程検 出 し た も の と 思わ れ る 。 更に

東端は 7 号溝址 と 璽複 し破壊 さ れ る 。 形態は隅丸長方形を呈する も の と思われ 、 今回調査 し た 部

分は短軸部である 。 短 軸 （ 束西壁間）の規模は4.06m前 後 と 推定 さ れ 、 長軸方位は N - 1 1' - E を指

す。 掘 り 込みは平坦で束壁21cm·西壁で20cm を 測 る 。 床面は平坦で、 P 1 と P 2の主柱穴間のやや北

よ り に 径65cm · 深さ 4 cm程の地床炉がある 。

遣物 (LII- 13) 出土批は 多 く な 〈 器種に透 し の あ る 高坪脚 ． 壺 ・ 甕 • 小型壺が出 土 し て い る 。

拓影に し た も のは 、 全て甕の破片であ る 。 1 - 3 · 6  -11は同一 個体で、 口辺部はやや内傾す る 。

4 は外開 し 、 5 · 7 は直線的に立ち上がる 口縁部に な る 。 と も に 波状文帯がめ ぐ る 。 他は頸部及

ぴ休部の破片であ る が、 12の頸部文様は波状文で あ る の に 対 し 、 18は横線文が施 さ れ て い る 。 体

部文様は波長 ・ 振幅 と も 大 き い波状文を基調 と す る が、 17のそれは波長 ・ 振幅 と と も に小 さ い。

22は 3 本歯の櫛状工具に よ り 施文 さ れ て い る 。

遺構外出 土の土器 ( lll - 14)

遺構検出 中 に あ る い は他時期の遺構か ら 出土 し た も の を こ こ で扱 う 。 出土最はそれ程多 く な く 、

その大半は 1 号 ・ 16号住居址周辺か ら の出土である 。 他の逍構か ら は 、 9 号住居址 よ り の高杯片

が、 4 号溝址か ら甕 · 壺の体部片が、 6 号溝址よ り 壺体部片 2 点 、 5 号井戸址よ り 壺片 が、 6 号

井戸址よ り 甕体部 片 2 点 ・ 1 号土猥 ( 1 号住居址内） よ り 高坪 ・ 壺片が、 15号土猥 よ り 椀 （浅鉢）
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遺構外出土土器拓影

片が、 17号土猥 よ り 壺片 が、 26号土猥 よ り 高坪 片 が出 土 し て い る 。 も と よ り 個数 を記 し て な い も

のは 1 点であ り 、 こ れ ら に は 図上復元で き る も のは な い。 III ー 14に拓影に し た も の は 、 文様の施

文さ れた土器片で、 壺 ( 1 -10) と 甕 ( 1 1 - 25) の器種だけである 。 壺の頸部文様は 、 櫛描横線文

がめ ぐ ら さ れ る も の ( l · 3 - 6 ) と ヘラ描横線文の も の ( 2 ) があ り 、 更にヘラ に よ る 1 本のT

字文 ( l ) と 櫛歯 に よ る T字文 ( 4 ) が加飾さ れ 、 5 の横線文は簾状文に な る 。 そ し て そ の下方を

鋸歯文力渭i さ れ る ( 5 - 9 )。 7 · 9 ・ 10は同一個体で あ る が、 10はヘラ描斜行条線に な る 。 11-13

は甕の口縁部付近の破片で、 11 ・ 12の口辺部は幾分内傾 し て い る の に 対 し 、 13のそれは 強 く 内屈

し てい る 。 文様は頸部 を 除 き 口 縁部から体部下半ま で波状文帯で埋め ら れて い る 。 11 ・ 14- 18の

頸部文様は簾状文であ る が、 19には認め ら れ な い。 25は他の も の と 異な り 、 櫛描に よ る斜行線文
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に なる。

第 4 節 奈良時代の遺構 と 遺物

弥生時代に次いで過去の調査冽から 古墳時代の遺構 ・ 逍物が普i目的に確認されているが、 本調

査地では全く 認められなかった。 こ の付近には占墳時代の暴落が存 在 し なかったことを衷付けて

い、 再度集落が形成されるよ う に なるのは奈良時代のこ とである。 し か し 遺構数は少な く 、 住居

址 5 軒 • 溝址 2 ケ所確認されているだけで、 また造物鼠 も 少な い。 所在の位沼 も 調柾地西側に偏

りをみせる。

5 号住居址

遺構 (lU- 15·16) Ul 区の中央付近でII 区との接点から検出 された。 調在では東側は現存井戸

に よ り 破壊され、 北側は道路接点工事のため 確認でき なかった。 そのため 規模等不明な点が多い。

また本住居址内 に 8 号 ・ 18号井戸址がある。 形態は方形を呈すると思われる。 床面は平坦である

が西側に幾分傾斜を有する。 掘 り 込みは南壁で 2 0cm · 北壁で28cmを測る。 こ の他調在範囲内で柱

穴及ぴカマ ド等の施設は確認で き なかった。

遣物 (Ill-17) 出土撒は多 く な く 。 それも 全て破片出土である。 器種に土師器Hぃ 甕、 須恵器

坪 • 高台付坪 ． 蓋 • 甕がある。 1 は土師器の坪で、 外面はロ ク ロ ナデ調整された後休部下半に静

ITI-15 5 号（主居址（右） 、 4 号（主居址（左） 、 6 号住居址（上）

-24— 
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LII-16 5 号住居址、 8 号 ・ 18号井戸址実測図
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「ーご＝＝手＝＝一 � 5  

In-17 5 号住居址出土土器実測図

止ヘラ削りされた痕跡が認め ら れる。 内面は横方向 に て いねいなヘラ磨 きが施され黒色処理される。

口 径14.2cm。 2 · 3 は須恵器坪でとも に内外面に ロ ク ロ 調整痕を顕著に残す。 2は完全に 還元炎

〇 10cm 

焼成されず暗橙褐色を呈する。 2 の口径は13. 6cm、 3 のそれは 1 1. 2cmである。 4 は嵩台付杯で、

内外面 と も ロ ク ロ ナデされ、 底部は回転ヘラ 削り調整される。 高台は貼り付けの角高台である。

底 径 1 1.8cm。 5 は蓋で、 天井部を欠損し 、 酸化炎焼成である。 口径14.2cm。

8 号住居址

遺構 (IIl 一 19 ·20) Ill区の調査地中 央付近から検出されたが、 東壁は 7 号住居址と北壁は該期
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の 9 号住居址によっ て 切 ら れ、 南半分は調査区外へ延ぴる 。 そのため本住居址で確かな も のは西

壁 の一部 と 床面 の北半分付近だけであ る 。 形態は方形にな る も の と 思われ、 西壁での掘り込みは

ll cmを 測る 。 床面は平坦で軟弱である 。 カ マ ド ・ 柱穴等

の施設は確認できなかっ た。 くこニ
造物 (II Iー 18) 出土徽は少な 〈 、 全て破片で投土中か 。 10cm 

らの出土で あ る 。 器種に須恵器高台付坪 • 益 ・ 甕 • 高盤 111 - 18 8 サ(E.屈址/II I:. I: 器実llli)�]
があ る が、 図上復元で き る も のは高盤脚片と思われる も の 1 点で あ る 。 こ れは口径1 6cmの蓋形を

呈す る も ので、 口怪部は面取りされるが外に閲き、 脚中位で鈍い段 を 形成する 。 調整はロ ク ロ ナデ

に よ る が、 内面は雑に仕上げている。

9 号住居址

造構 (lfl-19) 8 号住居址の北側に あ り 、 南束隅を9 号井戸t1l: と 21 号土猥に よ っ て 破壊を受

け、 住居址内に22号土扮質があ る も ののほぼ全域を霧呈する こ のがで き た。 形態はやや不整の方形

を呈し 、
一辺で2.8m程の小規模な も ので あ る 。 カ マ ド は南 壁 中 央付近に設け ら れ、 調査時では焼

土塊及ぴ構築石材の一部が残されていた。 主軸方位はN- s ·- E で あ る 。 またカマ ド 右側に長軸

65 cm・短軸54cm · 深 さ 28 c m程の貯蔵穴 が あ る 。 掘り込みは直に近 〈 、 北壁24cm · 南咆18cm · 束壁

19cm · 西壁 30cmを測る 。 床面は平坦であ る が軟弱である 。 柱穴は確認できなかった。

遺物 (111-21) 出 土磁はそれほど多 〈 な く 、 器種に土師器杯 ・ 甕 、 須恵器杯 ・ 蓋 ・ 甕があ る c

1リー19 8 号（下右） . 9 号（下左）住居址、 22号土猜
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図上復元できるも のは全

て須恵器である。 1 は高

台付坪ではぽ完形を呈す

る。 杯部は内外面とも に

ロ ク ロ ナ デ調整カサ阻され、

底部外面は回転ヘラ 削 り

の後ナデ調整され丸味を

帯びる。 断面が方形状を

呈する高台が底部外縁に貼

付されるため杯底部中央は

高台水平面よ り はみ出す。

ロ 径 15.8cm · 底 径 11. 6 

m 

3
 

。 l(km 

lll-21 9 号住居址出土.t器実測図

cm· 器高4. 2cm。 2 は小形の杯でロ ク ロ ナデ調整によって いるが、 ロ ク ロ 目 は顕著でない。 暗橙褐

色を 呈する。 口 径 10.0cm。 3 は蓋の口 辺部の破片で天井部は平坦に近い。 口 径 14 .O c m。

11号住居址

遺構 (lll-22 · 23) 9 号住居址の西側に位既し、 東壁側の一部上面は 1 0号（主居址 と 重複する。

遺構検出の際 10号住居址の カ マ ド西端が直線的に破壊 を 受けていたため本住居址の方が新し い も

m ー22 11号住居址

-28 -
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の と 考えていたが、 後に それは水道管埋設による も のとの判 明 し 、 10号住居址を再調査した と こ

UI -23 

ろ更に東側に延ぴ規格的な住居址を検出す る こ と がで き た。 プランは カ マ ドの位置等か ら 方 形 を

呈する も の と 思われ、 東西軸4.85m を 測 る 。 主軸はほぼ南北方 向 に な る 。 カ マ ドは北壁の中央に

構築されるが、 調査地内では焼土塊化 し た 火床 と 思われる 部分が検出される ので既に破壊を受け

ていた 可能性がある 。 主柱穴は 4 本方形配列に掘られ、 P 1 · P2 · P. ・広がそれにあた る 。 床面

は平坦であ り 、 主柱穴付近とその内部は良 〈 つ き 固め られて硬い （点線内部） 。 検出面か ら の掘 り

込みは南壁35cm · 東壁27cm · 西壁33cm を 測 る 。 他に住居址北西部に深さ 14cm程の不整形な掘 り 込

みが認め られるが、 何のための施設か不明である 。

遺物 (lll -24) 出土紐は比較的多 〈 内容も 豊富である 。 器種には土師器坪 ． 鉢 • 小形土器 （手

捏土器） ． 痰 • 須恵器坪 • 高台付坪 ． 蓋 ． 裔台付盤 ・ 甕 • 高坪等が認め られ る 。 杯で図上復元可能

な も のは全て須恵器で、 1 は内外面と も ロ ク ロ ナデされるが、 内面の調整は雑である 。 ロ 径9 . 3

cm。 2は高台付坪であるが高台部が欠損し て い る 。 底部は回転ヘラ削り痕を残す。 ロ径13.0cm。

3 · 5 · 6 は須恵高台付盤である 。 3 の内面は雑なナデ調整が施されている 。 高台はハの字状に
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Ul-24 11号住居址出土土器実測図

短 く 開き端部で内湾する形態になる 。 外面に自 然釉がかかる。 5 · 6 はともに同様の形態になる

も のと思われる。 盤体部中程に鈍い稜を形成し 、 口縁部がここから 匝線的に外反する。 高台は短

〈 大き 〈 開き、 中位で鈍い段 を形成するも のと思われる。 内外面はロ ク ロ 調整によっているが、

盤底部付近の外面は回転ヘラ 削りにより整えられる。 5 の口 径は17.7cm、 6 は 18.6cmである。 4

は須恵器の蓋であるがつまみ部付近を欠損している。 口 縁端部は嘴状になるも ののI豆い。 口 径 13.3

cm。 7 は土師器の手捏土器と思われる土器で椀形を呈する。 調整は内外面とも に雑なナデがなさ

れているだけである。 底 径 3.8cm。 8 は土師器の甕で、 口 縁部は頸部から緩やかな弧を描いて短〈

外反し、 体部は肩 の張りがない長胴で、 体部最大径は中位上方にあるも のと推定する。 外而はロ
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縁部を横ナデ し た後全而にわ た っ て縦 • 斜方向のハケ調整を施す。 内 面 は 口 緑部が横ナデ、 体部

が横ハ ケナデに な る 。 口径12.8cm。 9 は土師器の鉢に な る も の と 思わ れ る 。 底部から体部が内湾

気味に立ち上がり 、 「 l 唇部は面取 り さ れ肥匝する 。 内外面 と も ロ ク ロ 調整である 。 口径20.0cm。

10は須恵器の甕 と い う よ り も 深鉢 と い っ た 方が良か ろ う 。 口縁部は頸部よ り 〈 の字状に く ぴれて

外反する 。 外面は 口 頸部に比較的強い ロ ク ロ ナデが行われ 、 そ の 後体部に格子 目 タ タ キ が施 さ れ

る 。 内面は全体にていねい な ロ ク ロ ナ デ に な る 。 口 径35. 0cm。

14号住居址

遺物 (LII-25·26) Ill区調在地の西側付近か ら 検出 さ れ 、 北側半分以上を 15号住居址及び現存

した井戸に よ り 蔽壊 を 受 け る 。 形態は 一辺3.85m程の方形を 呈する も の と 思わ れ る 。 ま た 主軸 も

東西軸線上に あ る も の と 推定 さ れ る 。 検出面 か ら の掘 り 込みは南壁24cm · 束壁31cm · 西壁23cmで

ある 。 床面は平坦である が西に幾分傾斜 し て い る 。 カ マ ド は井戸 に よ る撹乱地内の西壁中央に構

築されていた も の と 思われ 、 焼土及ぴ 多低の炭化物が認め ら れたはか出土遺物のほ と ん どが こ の

付近よ り 採躯 さ れ た。 柱穴は認め ら れ な か っ た 。

遣物(111-27) 出土品は他の遺構に比ぺ多い。 器種に土師器坪 ・ 甕 ( 7 - 9 ) 、 須恵器坪( 3 - 5 ) ·

祁台付坪 ( 1 · 2 ) · 器 • 長頸瓶 ( 6 ) ・ 甕が あ る 。 1 の底部は回転ヘ ラ 削 り が施 さ れ 丸味 を 帯 ぴ

III-25 14号 ・ 15号住居址、 12号井戸址 、 ピ ッ ト 群
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Ul-26 14号 ・ 23号住居址、 25号土猥実測 図

る 。 色調は全体に橙褐色を呈するが、 焼成は良い。 2 は小形で坪身の深い形態 に な る 。 底部調整

は回転ヘ ラ 削 り による 。 1 · 2 とも底部外縁に 角高台が貼付される 。 1 の法屈は口 径12. 1cm ・ 底

径9. 0 c m ・ 器高4.O cmであり、 2 の底径4.4 c m を測る 。 3は底部付近の破片で、 外面の調整は静止へ

ラ 削 り である 。 底径5.1cm。 4 · 5 はロ ク ロ 調整され、 5にはロ ク ロ 目 が 目 立つ。 4 の色調は橙褐

色を呈し、 他は青灰色である 。 4 の口 径は11.8cm、 5 は12.2cmである 。 6 の長頸瓶の口 縁部付近

の破片と思われ、 ハ の字状に 大き 〈 開き、 端部は断面が三角形状に立ち上がる 。 外而に 自 然釉の

付箔が見られる 。 口径9.1cm。 7 - 9 は甕である 。 7 は口縁部が頸部か ら緩やかな 〈 の字状を な し

て 短 く 外反し 、 体部中位付近に最大径を有し 、 屑の張らない長胴 を呈する形態 に な る も のと思わ
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LJ[-27 14号住居址出土土器実測図

れる 。 外面調整は、 縦及び斜め方向のハケナデがなされた後、 口縁部に横ナデが用られる 。 内面

は口縁部に横ナデ、 体部に横及ぴ斜め 方向のハケナデ調整になる 。 口 径14. 6呻。 8 の底部は横に

突出 し 、 上げ底になり 、 木薬痕を残す。 体部外面はハケで調整され、 内面は同手法後雑なナデが

施されている 。 底径1 0cm。 9 も8 同様の形態を呈し 、 上げ底気味で木葉痕を残す。 底径1 0.8 cm。

3 号溝址

遺構(111-29 · 30) I I 区 中程の地形変換点付近の遺構である 。 4号溝址に よ り 切 ら れ て い る・

が、 南から北へ傾斜 し 、 該期の 5号溝址に接続し終結する もと思われる 。 調査地内で確認し た規

模等は長さ5.8m · 最大幅1.5m ·

最小幅0.9m · 深さ約0. 7111 ・ 溝底

幅平均0.5mを測 り 、 断面が逆台形

を呈する 溝である 。 掘り込みは基

盤府である 暗黄褐色砂質土附の上

二ニ ー ノ ）゜ ｀ 
ill ー 28 3 号溝址出土土器実測図
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LTI-29 3 号溝址

lll-30 3 号溝址断面
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[11-3] 3 号- 5 号溝址実測図
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府の暗黄茶色枯質土府か らである。 溝内の堆栢土層から観察すると序 々 に埋 設 し て いた様子がう

かがえる。

遺物 (Lll ー 28) 全て 破片出土で、 器種に 土師器坪 ． 甕、 須恵器坪 ( 1 ) ・ 益 • 高台付盤 ( 2 ) . 

甕がある。 ま た毅土中 よ り 大形獣骨片が、 上面 よ り 内耳土器片が出 土 し て いる。 1 の坪は内外面

と も ロ ク ロ ナデされ、 内面に は そ の痕跡を顕著に残す。 口 径14. 2cm。 2 はおj台部の破片で、 内外

面 と も ロ ク ロ 調整が施される。

5 号溝址

逍構 (lll-31 ·32) II 区北端に位沼する造構で、 束から西に傾斜する溝である。 調査地中央よ

り 東側では 2 本 の溝になり 、 南溝 • 北溝と呼称する。 断面形状は 3号溝址と同様逆台形状を呈し 、

その規模は 南 溝の平均幅が1. 05m 、 北溝で1 .om 、 合流地点では 約 2111 を 測 り 、 検出面か ら の深さ

は共に 0 .8m程である。

逍物(III-33) 出土批は少な 〈 、 それ も 覆土からの出土である。 器種に 須恵器坪 ・ 蓋 •高坪 ( 1 > ·

鉢 ( 2 ) ・甕がある。 1 は高坪脚部片と推定する。 裾端部はハ の字状 に短 く 外開し、 断而三角 形 を

呈 し て立ち上がり、 体部は細い筒状になる。 内外面と も ロ ク ロ 調整される。 底径1 0.5cm。 2 は鉢

形土器で、 体部は底部より内湾しつつ立ち上がり 、 口 唇部は面取 り されて横方向にやや肥匝する。

外面体部下半には 2 本の平行沈線文がめ ぐ らされるが、 基本調整は内外而とも ロ ク ロ によって い

る。 口 径 29.4 cm。

5 号溝址
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111-33 5 サ溝址出土土器実測図

第 5 節 平安時代の遺構 と 遺物

今回の中で、 該期の辿構数及ぴ遣物砒は最も 多い。 住居址15軒 • 溝址 3 ケ所 ・ 土猥 9 基を数え

る。 し かし住居址おいては覆上中 の遺物から別に否定する根拠も ないので当該期に年代を求めた

り 、 カ マ ドの存在を認め ぬ ま ま に遺構名を記し たも のも ある。 井戸址においては当該記の出土遣

物だけが認め ら れたも の 2基があるが、 形態等で中世のものとのあリ 方と相違がないので、 後出
所産のも のとし て扱った。 ま た土猥 においては本期の追物の出土をみた遺構のみ記載し、 他は時

期不明の項で記するが、 本期のも のが大部あるように思 え る。 以上の点をあらか じ め おことわり
し て お く 。

2号住居址

遺構 (111 - 34·35) I 区の南端に位謹する。 南束隅及ぴ北西隅付近は調壺区外にあり、 ほぽ全

面を検出することができたが、 住居址内は、 西半分に 1 号溝址と重複し、 東側は近世以降の攪乱

を受けている。 更に 12号土猥 . 6 号井戸址によって も 破壊される。 形態は一辺5.3 0 mの規模を呈

するも のと思われ、 南北軸は 17"西に傾 〈 。 掘り込みは検出面から北壁 7 cm · 南 壁 4 cmを測る浅い

住居址である。 床面はやや東からの傾斜を有し 軟弱である。 主柱穴 ・ カ マ ド等の施設は認め られ

な か っ た。

遺物(111-36) 検出迫物は 1 号溝址と後世の撹乱層と混在 し て し ま い、 特 に 溝址のも のと別離

することができない。 樅乱部からは、 若干の該期の土器片と内耳土器片 ・ 近世陶器片 1 片が出土

し て いる。 さて本遺構と直接結ぴつ く 土器と考えられる器種に 、 土師器内黒坪 ・ ロ ク ロ 調整痕の

ある甕、 須恵器坪 ( l · 2 ) · 高台 付坪 ． 鉢形坪 (4 ) ・蓋 ( 3 ) ・甕 ( 5 ) 、 灰釉陶 器細口瓶があり、

こ のほかに鉄斧 ( 6 ) も 出 土 し て いる。 1 は完全な還元炎焼成がされず内外面とも 暗橙色を呈す

る。 底部外面には同転糸 切り痕を残す。 口 径 12.7cm ・ 底部7.4cm ・ 器高3.9cm。 2は体部が直立 し 、
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ill ー 34 2 号住居址、 1 号溝址、 6 号井戸址、 12号土猥実測図
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111-35 2 号住居址、 1 号溝址、 12号土猥、 6 号井戸址
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111-36 2 号住居址出土遺物実測図

坪身が比較的浅い坪で、 内外面 と も 顕著 な ロ ク ロ 目を残す。 口 径9.2cm。 4 は鉢形坪 と したが特異

な器形で、 底部外面 ま で 自 然釉が見 ら れ る こ と か ら 後出の焼物のサヤ鉢の可能性が強い。 暗青灰

色を呈す。 体部は底部か ら 直線的に立 ち上がり、 口 唇部は面取 り さ れ平坦である。 口 径18. 6cm。

3 は蓋の天井部付近の破片で、 つ ま みは偏平擬宝球形を呈する。 5 は瓶の口縁部片で、 端部は断

面三角状にクり方へ突出する。 内外面と も ロ ク ロ 調整である。 口径22 . 0cm。 6は厚手の鉄板の両側

を 折 り 返 し て柄の箔装部を つ く り 出す袋状鉄斧であ る 。 銹化が著 し く 詳細は不明だが木質部の痕
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111-37 3 号住居址、 2 号溝址 、 7 号 井戸Jtl:

跡は認められない。 また刃部先嬬は欠損して

いる。 現状での法狐は全長8 . 5cm ・ 茎部幅3. 7

cm ・ 刃部幅3.9 cmである。

3号住居址

造構 (Ill-37·83) II区の北端 近 く に位罹

し本区で確認で き た唯一の住居址である。 し

かし北西側の大部分は調査区域外に あ り 、 ま

た 7 号井戸址と韮複しているため南束隅付近

を検出 し たに す ぎ な い。 形態は方形を呈する
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ものと思われる。 規校等は不明である。 掘 り lll-38 3 号(.E柑址出 上 t器尖測岡

込みは南壁14cm · 束 壁 9 cmを測る。 東壁ははぽ南北軸線上に延ぴる。

遺物 (IJT-38} 出土鼠は少な 〈 な いが、 土師器坪 （内黒 と そ う でな い も のの 2 Hi) ・甕 • 須恵器杯

の破片が出土している。 凶示 し たものはほぼ完存する土師器坪である。 外而はロ ク ロ 調扱痕が顕

著に残る。 内面は口 縁部が横方向 、 体部か ら版部にかけ縦方向の比較的ていねいなヘラ磨きが施

され、 黒色処理される。 底部外面には回転糸りJ リ 痕 を残す。 口 径18 . 6cm ・ 底径7.0cm ・ 器邸 6.5cm。

4 号住居址
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lfl-39 4 号(t) · 5 号住居址（左下） 、 6号溝址

遺構 (Ill-39·40) Ill区中央の

[[ 区との接点付近に位四する。 単

独で、 しかも 住居址全体 を検出す

ることがで き た。 形態は幾分南壁

の長い隅丸方 形 を 呈 し 、 t軸（南北

軸）2. 75m 康西軸2 . 65mの規校に

なる。 主軸線の片向はN- 9 - E 

である。 掘 り 込みは北壁20cm · 南

壁25cm · 東壁23cm · 西壁33cmを測

る。 床面は平坦で軟弱である。 カ

マ ドは北壁中央に構築 し て あ っ た

も の と 思われるか、 調査では径約

50cm程凹んだ火床 と 焼 上を検出し

た に す ぎない。

逍物 ( 111-41} 遺物の出土鼠は

少 な く 、 それ も 全て破片である。

器種に 土師器甕、 須恵器坪 ( 1

'OJ 

に� � 

OJ 
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III-40 4 号住居址実測図
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2 )  . 高台付坪 （酸化烙焼成） ・ 澁 • 長

頸瓶がある。 1 · 2 の坪は体部が大

き く 外開しながら直線的に立ち上が
ロ

る器形になる。 1 の内外面には顕著

な ロ ク ロ 調整痕を残 し 、 橙褐色を呈

する 。 1 の口 径は15 . 0cm 、 2 は14 . 4

cmを測る。 3 は長頸瓶の頸部片であ

る 。 肩部と の接合部か ら 匝 に近 く 立

ち上が り つつ し だいに外反する器形 111- 41 4 号住居址：Iにl:_ l :.器実測回

ご ‘
。 JOぐPl

に なる。 内外面と も 比較的ていね い に ロ ク ロ ナ デ さ れる。 ま た 自 然釉がIV. 〈 かかっている。

6 号住居址

造構 (LLI - 15· 42· 43) IJ 区と1[I区の接合部に位謹する 。 （屯居址の北半分は JI 区へ延ぴるが、

既に工事が苅工されており調査を断念 し た。 ま た西壁は調査区域外にある 。 形態は主軸 （東西）が

長い不整長方形を呈するものと思われる 。 南壁の規校は4.15mを測る。 掘 りムみは 南壁18cm ・ 束

壁16cm · 西 壁17cmの深さになる。 床面は平坦であるが束か ら 西 に傾斜する 。 ま た カ マ ド付近から

西壁か ら1.2mの内方の床面は堅緻とはいかない ま で も 堅 〈 良好である （鎖線l勺）. .:: の点 を 考應す

れば、 一辺 3 m位の住居を拡張し て使用 し た 可能性もでて く る。 そ う すれば束壁にある カ マ ド も

lll- 42 6 号住居址

- 42-
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第 1次住居の中央付近に構築されていたと考えら れる。 ともあれカマ ドは東壁にあり、 やや突出

して構築されていたが、 調査時には既に破壊を 受け焼土と土師器坪 ・ 甕片を残すのみであた。

。� 2tn 

追物 (IIJ-44) 迫物の出土婿は多い。 カ マ ド及びその周辺と南壁沿いに 多 〈 認めら れた。 完形

の も のはないものの他の住居址に比ぺ残存部が大 き い。 器種には土師器坪 · ( 1 - 5 ) ・甕 ( 13 ·

14) 、 須恵器坪 ( 6 - 9) · 高台付坪 (10) · 蓋 ( 12) · 高台付盤 ( 1 1) . 甕• 細口 壺がある。 1 の外面

はロ ク ロ ナデされた後に底部外緑 を 1 周のヘラ削りを施す。 底部外面 も こ の前に回転ヘラ削り調

整がなされる。 内面は縦方向の軽いヘ ラ 磨 き が施され、 黒色処理される。 口 径 13. 1 cm ・ 器高3.4

cm。 2 も 1 と同様であるが、 内面のヘラ磨 き はていねいである。 口 径 12.8 cm・ 底径5. 1 cm・ 器高3.4

cm。 3 の体部は椀形 を なし、 口縁端部は短〈 外反する器形になる。 内面は軽 く 雑なヘラ磨きがな

された後に黒色処理される。 口 径 13.0 cm。 4は内外面と も ロ ク ロ 調整によっており 、 底部外面に

回転糸切 り 痕を残す。 内面の底部付近は赤色顔料が付渚している。 6 - 9 の底部はいずれも回転

糸切り痕を残している。 6 - 8 は内外面と も ロ ク ロ 調整痕が比較的顕著である。 6 は 口 径 13.4 c m・

底径6.0 cm ・ 器高3. Q cm、 7 は口 径13.0cm ・ 底径5.5 c m ・ 器高3.5cm、 8 は口 径 13. 6 c m ・ 底径 6.5cm ·

器高4.O cm、 9 は口 径13.2cm ・ 底径 6.2cm ・ 器高3.9 cmをそれぞれ測る。 10の底部は回転ヘラ削りで

調整され、 断面三角形状の高台を 外縁に貼付している。 底径7.4 cm。 11の高台付盤は奈良時代に比

ー 43-



I 2 - 3 
· '.:- ・

，． ヽ �- -.:.,�.!� 
；絞ぐ ；遥�.·、＇． 翠芯:·� ::•"f . . 

� �; もl..: 1

� 

I I -�· 、タビ �--. . • . · 伶·:.· -.tらこ ダ ： ・亀

/:;,;; 翌勢裕 :、 I 
(· : · ．．．．． < .·:;. ぢ認；

；ら な :,.�、か . . . .  '• ヽ •
ぷ且迭裟.-".吟：ぷ月 、・ ［噸翠：' �＼ご．ヽt• 4 � ミ禽 ‘グ-�

' '" 

， 

／ー

�

13 
14 

拉cm

In-44 6 号住居址出土実測図

ー44 ー



定 さ れ る もので 、 ま ぎれ込みてあろ う か。 12の益は平坦な天井部から口縁部が直立する器形にな

る。 n 径17.6cm。 5 は 小形(/)甕で内外頂i と も ロ ク ロ ナデされ調整痕を その ま ま 残す。 底部の切 リ

離し は 同転糸りJ り に よ る。 底径6 . 5cm。 l3は 中 形の甕である。 頸部が直 立 し 、 I .J縁部が紅く 外開す

る特色 を打する。 外頂iはfl1't)j向に強 〈 ロ ク ロ ナ デ調整 し た後に9本部に横方向のヘラ削り を施して

いる。 内面は ロ ク ロ ナデである。 L I 径14 .2cm。 14の口縁部は有段状になって直立する。 内外面と

も ロ ク ロ ナデ調整 さ れているが、 内而にはその後に縦ハケが用られ る。 口 径2 1 .4cm。

7 号住居址

迅構 (I[[ -20·45) ILi区中央付近に位骰し、 8 号住居址を切って構築されるが、 9 号井戸址に

北西開を 掘 リ 込 ま れる。 形態は 開丸方形を呈するものと思われる。 東西間の規校は2.65mを測る。

掘 リ 込みは北墜33c-m · 東壁32cm · 西壁25cmになるが、 床面は平坦で軟弱であ る。 カ マ ド ・ 柱穴等

の施設は認められなかった。

追物 Clll -46) 出上拭は 多 く な く 、 器種に 上師器坪 ． 甕、 須恵 器H、 (l · 2 ) · 長頸瓶 ( 3 ) . 

益 ( � ) . 甕がある。 1 · 2 は と も に ロ ク ロ 調整痕を明瞭に 残し て いる。 2 は完全に遥元 炎焼成さ

れ て お らず底部付近を除いて他は暗褐色を呈する。 底部には回転糸切り痕を残す。 1の口 径は 12. 6

111 -45 7 号（下） . 8 号（左下） . 9 号（右下）住居址、
21号 t堀、 9 号井戸址
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lll-46 7 号 住居址出土土器実測固

cm、 2 の底径は4.8cmである 。 3 は長頸瓶の体部下半 片 と 思わ れ る 。 内 外面 と も に ていね い な ロ ク

ロ 調整 が施 さ れ る 。 底部外而に回転糸 切 り 痕 を 残 し 、 外縁に台形状の高台が貼付 さ れ る 。 底径6.6

cm。 4 は 内 外而 と も に 自然釉が付済する 。 口径16. 0cm。

10号住居址

造構 011-47·48) III区の西側 に あ り 、 11号住居址の東壁 を切 り 込んで構築 さ れ て い る 。 形態

は主軸の短い長方形を呈す る 。 主軸方位は N - 95·- E であ る 。 住居址は暗茶褐色粘牧土陪か ら掘

り 込 ま れ 、 土府断面 か ら 西 壁52cm · 東壁40cm を 測 る 。 床面は南にやや ヒが リ 軟弱である 。 カ マ ド

は西壁のやや中央よ り 北側 に 構築 さ れて い る が、 調査時では既に破壊を受けて お り 粘土製両袖形

の左袖部付近を検出 し た。 壁から袖部上面ま で60cm を 測 る 。 火床は幾分凹み 、 焼上塊状 を 呈 し て

いた 。 柱穴は認め ら れ な か っ た 。

遣物 ([TI ー 49 · 50) 出土蘭は 多 く 、 主 と し て カ マ ド 周 辺か ら 検 出 さ れ た。 器種には土師器坪

III -47 10号（主居址
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111-48 10号住居址実測図 ° 2m 

( 3 )  ・ 甕 ( 1  • 2 ·  8 -1 1 ) 、

須恵器坪 ( 4 - 6 ) · 高 台 付 坪

( 7 ) ・ 蓋 •甕があ る が全て破片

出土である 。

ナデさ れ 、 内面は雑なヘラ磨き

調整後に黒色処理さ れ る。

12.4cm。 4 - 6 はいずれ も ロ ク

ロ調整痕を顕著に残す。

部外面は回転ヘラ削 り がな さ れ

る 。

を 呈 し 、

糸 切 り 痕を残す。

cm、

3 の外面は ロ ク ロ

cm · 器嵩3.9cm、

口 径

5 の底

6 は完全な迎元焔焼成にな

ら ず底部付近を除いては橙褐色

ま た底部外面に は 回 転

3 は 口 径1 1 . 8

4 は 口 径11.6cm ・ 底 径5.2

6 は 口 径13.4

cm ・ 底径5.4cm ・ 器高3.9cm を そ

。 10cm 

UJ-49 

ー

10号住居址出 土土器実測図(1)

れぞれ測る 。 7 も 4 と 同様酸化焔焼成 に よ り 橙褐 色 を 呈 す る 。 杯部は内外面 と も に ロ ク ロ ナデさ

れ、 底部外面は回転ヘラ 削 り が施 さ れ て た 後に 台 形状の高台が貼付さ れ る 。 8 は小形の甕で口縁

―47 -
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部は頸部か ら 〈 の字状に外反し 、 体部はやや丸味 を 有 す る 。 内外面 と も に ロ ク ロ ナデ さ れ る 。 底

径10.2cm。 9 は最大径が口縁端部に あ る 長胴の甕で、 口縁部は顆部か ら 強 〈 〈 ぴれ て 外反 し 、 体

部は間部に幾分張 り のあ る も のの以下直線的に底部に至る 形態 に な る 。 口縁部か ら 体部上半にか

け て 強い ロ ク ロ ナデが行われ 、 その後体部には縦方向のヘラ削 り が施 さ れ る 。 内面は ヨ コ ナ デ調

整であ る 。 口 径20.6cm。 10はいわゆる武蔵型の甕である 。 口縁部は ゆ る 〈 〈 の字状に立ち上がり

気味に外反 し 、 体部上半に最大径を 有 し 、 体部が倒卵形 を 呈 す る 器 形 に な る 。 体部外面の調整は 、

中位から下位にかけ下か ら上に向かっ てヘラ 削 り が行われ、 上位には横方向のヘラ 削 り が施 さ れ

る 。 内面は全体的に ナデ調整であ る 。 口 径19.8cm ・ 底径3 . 9cm ・ 器高29.9cm。 11の 口 縁部 は頸部か

ら 〈 の字状に 強 〈 〈 ぴれた後に内湾気味に立ち上がる 。 体部はやや張 り 出 し 、 外面は ロ ク ロ 調整

痕を顕著 に 残 し て い る 。 口径19.6cm。 1 は 口 縁部が頸部よ り 短 〈 、 く の字状に 外反 し 、 2 に はこ の 外

反度が弱い。 と も に外面には ロ ク ロ 痕 を 顕 著 に 残 し 、 内面は雑なナデ調整が施 さ れ る 。 10の 口 径

23.0cm · 1 1は25.5cmである 。

12号住居址

遣構 (lU-51-53) LIi区の西側に位置する 。 調査では住居址北側 3 分の 1 程検出 し た に す ぎな

〈 大部分は調査区域外に あ る 。 形態は 一辺3. 30cm程の規模で方 形 を 呈す る も の と 思わ れ る 。 南北

軸方位は N - 1s·- wを指す。 掘 り 込みは 土屑断面か ら束壁40cm · 西壁32cm を 測 る が、 床面は傾斜

がな 〈 平坦で軟弱である 。

調査範囲内では カマ ド 等

の施設は認め ら れ な い。

逍物 出土遣物は 3 点

にすぎない。 土師器甕片

及ぴ須恵器坪片であ り 、

そ れ も 図上復元で き な い

程の小さい破片である 。

lco 侭

f
 A A

 
1 表土

一•

2 暗奴褐色土

m-51 12号住居址実測図
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fll-52 12号住居址、 23号 ・ 24号土猥
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I[(-54 13号住居址、 23号・24号土猥、 10号井戸址実測図

13号住居址

遺構 ( lll-53·54) lll 区西側の 12号住居址の北側に隣接する。 形態は北壁付近が調査区域外に

延ぴているため定かでないが、 一辺2.8Qm程の開丸方形に な るものと思われる。 掘 り 込みは土府

断面から束壁35cm · 西壁38cmを測る。 底面はおおむね平坦で献弱である。 カ マ ド ・ 柱穴等の施設

は確認できなかった。

遺物 こ の住居址から出土し た土器は土師器内黒坪 2点 ・ 甕 1点の小破片にすぎない。

15号住居址

遣構 (Ul-25·55) lII区の西端にあり、 14号住居址と重複し、 12号住居址を内包する。 また住

-5 1-



居址の北半分以上は調査

区域外に な る。 形態は 一

辺5.50m程の方形を呈す

る も の と 思 わ れ る。 掘 り

込みは南壁 • 東壁と も38

cm を 測 る が、 西壁は土層

断面か ら42cm に な る 。 底

面は平坦で軟弱である 。

調杏地内か ら カ マ ド ・ 柱

穴等の施設は認め ら れ な

か っ た 。

追物 出土最は少縁で、

そ れ も 図上復元でき る も
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15号（主居址、 12号井戸址実測図

の は な い。 器種に土師器坪 · 甕、 須恵器坪 ． 蓋 ・ 甕があ る 。

17号住居址
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111-57 17号住居址出土土器実測図

追構 (111 -56) l1l区の中央よ り 束側 に あ り 、 北壁付近は調査区域外へ延ぴる。 ま た近 世以降の

円形撹乱を内包する。 覆土は黒褐色粘牧土で炭化物 を 多 〈 含んでいる。 形態は方形を呈するもの

と 思われ、 束西間の距離は3 .SOmを測る。 掘 り 込みは南壁17cm ・ 束壁19cm · 西 壁 5 cmになるが、

床而は平坦である。 尚実測屈中の鎖線内は良 く 踏み堅めら れていた。 カ マ ドは調査地内か ら は確

認さ れ なか っ た。

追物 (111-57) 出土批は比較的多いが完形の も のはない。 器種には土師器坪 ( 1 - 6 ) · 高台付

杯 ( 7 ) ・ 甕 ( 11 · 12) 、 須恵器杯 ( 9 ) . 高台付坪 ． 蓋 ( 8 ) . 甕がある 。 1 の外面は ロ ク ロ ナデさ

れ 、 底部は回転糸切 り である。 内面は雑なヘラ磨きが施される。 口 径12. 6cm ・ 底径5.2cm ・器高4 . 2

cm。 2- 6 は内面が黒色処理 さ れ 、 7 は全面黒色処理力哺侮される。 2は口緑部が若干外反する器

形に なる。 内面のヘ ラ 磨 き は雑である 。 口径12.2cm。 3 の体部は内湾気味に立ち上がる。 内面は

-53 -



やはり雑なヘラ磨 き調整である。 底部外面には回転糸切り痕が残る。 口 径 12.7cm ・ 底径6.2cm ・ 器

高4. 3cm。 4の体部も 内湾気味に立ち上がるが浅い。 ロ 径 1 3. 0 cm。 5 · 6 は口縁部がやや長〈 外反

し 、 杯身 も さほ ど 深 〈 ない器形が予想される。 と も に外面はロ ク ロ 調整され、 内面は雑なヘラ磨

きで処理される。 5 の口径は 14. 1cm 、 6 の口径17. 1 cmである。 7 は全面照色処理されるが、 この

手の土器には珍 し く ヘラ 磨きが雑である。 尚底部に三角形状を 呈した高台が貼付されるだろ う 。

他にこの種の高 台 が 1 点出土 し て い る。 口 径 15.2cm。 8 はつまみ部を 欠 〈 盗で、 完全な還元焔焼

成がなされていない。 ロ径1 3.4cm。 9 は体部が内 湾 しながら立ち上がる浅い坪、である。 ロ 径 15. 0

cm。 1 0 は小形の甕で口緑部は頸部から く の字状を 呈 し 鋭 〈 外開し 、 体部中位に最大径を有する器

形になる。 器壁は薄い。 外面は口縁部がロクロ ナデされるほかは、 体部の全面にわたって横方向

の回転ハケナデが施され明瞭な カ キ 目 を 残 す。 内面は口縁部に カ キ目 を 残 し 、 体部はナデ整形さ

れる。 また底部外面に回転糸 切 り 痕がある。 口 径 10.7cm ・ 底径6.5cm ・ 器高14. 2cm。 1 1 は口縁部が

頸部で く の字状に強 〈 ＜ ぴれ、 内湾気味に立ち上がる形態を と る。 ロ 径22.0cm。 12は口緑部が緩

やかな 〈 の字状の形態になる。 ロ径20. 0 cm。 1 1 · 12は内外面 と も に ロ ク ロ 調整痕を残す。

18号住居址

逍構 17号住居址の南側にあった住居址であるが、 表土除去中その ほ と ん ど を破壊し てしまっ

た。 ただガス管の南側に焼土と 炭化物層が確認され住居址として確認できた。 また土層から東西

間の規模 ・ 掘り込み を さ ぐ っ たのであるが、 不幸に も この地点の下水道からの汚水のに じ み 出 し

が著しく 観察するこ と ができなかった。 炭化物の広 がりから 3m以上の規校になる も のと推定さ

れ、 焼土・炭化物の厚さは 2- 3 cmに及んでいた。

遺物 出土最は少な く 、 それも 小破片で図上復元できる bのはない。 器種に土師器坪 ・ 甕•須

恵器坪 · 蓋・甕がある。

19号住居址

L\
 

▽
3
 

〇． JOcm 

lll-58 19号住居址出土土器実測図
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j且す僻 (III-59-6 1) 111 1)(: 

の束側に位謹し21号住居址

を切 り 込む。 調企では北壁

付近の 3 分 の 1 程を検出し

たにすぎず 、 他は南測調究

区域外にある。 形態は 一辺

3.40m程の間丸方形を呈す

る も の と 思われる。 掘り込

みは西壁で35cmを測る。 床

面は平坦で1次弱である。 カ

マ ド は北壁中央に設けられ

た可能性があるが、 焼士が

床面よりやや浮いて お り 火

床がない点疑問である。
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111-59 19号 ・ 21号住居址実測図

111-60 19号（左） ・ 21号（右） 住居址
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Ul-6] 19号（上） ・ 21号（下） 住居址

逍物 (111-58) 出土籠は少ないが、 完形に近い土師器坪が 2個出土 し て いる。 こ の他の器種に

上師器礎 （ ロ ク ロ調整） ・ 須恵器杯 • 蓋 ・ 甕がある。 1 はイ本部が ロ ク ロ ナデされた後に底部外縁に一 •

帯の回転ヘ ラ 削 リ が施される。 同外面は回転ヘラ削り調整である。 内面は比較的ていねい にヘラ

磨きがなされ黒色処理される。 口 径12.2cm ·器嵩4.Ocm。 2は完形である。 外面はロ ク ロ ナデ痕が

残り 、 内面は横方向の後縦方向のヘラ磨きが施され黒色処理 さ れる。 底部外而にはl司転糸 切 り 痕

を残す。 口 径13.1cm ・ 底部 6. 2cm ・ 器高4 .5cm。 3は内外面と も に ロ ク ロ調整痕を残す。 II径14 .5 

cm。

20号住居址

遺構 (l[[-59-61) Ill区 の 束 側 に あ

り、 北壁半分程は調査区域外に延ぴる。

束西間の距離は1. 07m し かな く 、 通状の

住居址 と は異なる性質のものかも しれな

い。 掘 リ 込みは南壁21cm · 束壁22cm · 西

壁21cmを測る。 床面は平坦で軟弱である。

カ マ ド は確認できなかった。 尚 、 13号井

戸址を内包している。

遺物 tlJ土絨は少なく 、 図上復元でき

鵬

言

。

co cc 
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ロ3 Cl:? 

lll -62 20 号住居址、 13サり酒址尖測図
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Jll-63 20号住居址、 13号井戸址

るものはない。 器種には上師器杯 ・ 甕 、 須恵器Hヽ • 甕がある。 内耳土器 も 出 土 し ているが、 13号

井戸址に伴う ものであろ う 。

2 1号住居址

遥構 (111-59-61) 111区の東側 にあり、 19号（主居址と重複する。 形態は不整方形を呈 し 、 主軸

（ 東西）が3.00m 、 南北軸3.20mの規模になる。 主軸方向はN-57゜ ー Wである。 掘 り 込みは北壁22

cm ・ 束墜 16cm · 西咲37cmを測るが 、 床面は水平に近 く 軟弱である。 カ マ ドは西壁中央付近にあっ

たものと 思われ 、 限い焼土の堆梢が認 められるがカマ ドの形態は不明である。 柱穴は認 め ら れな

かった。

遺物 (111 -611) 出土隈は比較的多 い。 焼土内よ り 甕片が 多 〈 出土したが図上復元することがで

きなかっ た。 器種に は土師器坪 ( l - 4 ) ・甕、 須恵器坪 • 高台付坪 ( 8) ・蓋がある。 1 は外面が

ロ ク ロ 十デされ 、 底部に回転糸 切 り 痕が残る。 内面はて いねいにヘラ磨きが施される。 口径14.0

cm ・ 底径 7 .0cm · 器高4 .6cm。 2の体部調整 は ロ ク ロ ナ デである。 口 径11. 2cm。 3 は口 縁部外面と

内面全体にていねいなヘラ磨きが認められる。 口 径 13.6cm。 4 の内面は軽いヘラ磨 きになる。 ロ

径17.6cm。 5 の体部は内消 し な が ら 立ち上がり、 口 緑端部は肥匝する。 内外面とも ロ ク ロ 調整で

ある。 口 径 12.8cm。 6 の体部は匝に 立ち上がリ 、 坪身の低い器形になるであろ う 。 口 径 13.6cm。

7 の底部外面はi争止ヘラ削り され部分的に ナデ整形される。 底径7.4cm。 8 は体部と底部の接点は

鈍い稜をな し 、 体部が短 〈 直線的に 立 ち上がる器形で、 角邸台が貼付さ れる。 口 径 12.4cm ・ 底径
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W - 64 21号住居址出土土器実測図

9 . 2cm ・ 器高3. 7cm。 8 は偏平疑宝珠形のつ ま み を有する 。 9 は残存天井部が平坦で口緑部が嘴状

を呈する 。 口径13.8cm。 尚、 8 · 9 の天井部調整は回転ヘラ 削 り であ る 。

22号住居址

遣構 (Ill-65) llJ区の東側 に あ る 。 調査では北壁側 3 分の 1 程検出 し た に す ぎ な い。 未検出部

分は南側調査区域外 に あ る 。 形態は一辺3.30mの方形を呈す る も の と 思われる 。 南北軸方 向 は N -

7 ' - E で あ る 。 掘 り 込みは北壁23cm · 東壁24cm · 西壁24cm を 測 る 。 床面は平坦で軟弱である 。 カ

マ ド ・ 柱穴等は認め ら れ な い 。

遺物 出土罷は多 〈 な く 、 そ

れ も 図上復元不可能な小破片で

あ る 。 器種には土師器坪 ． 礎、

須恵器坪 ・ 甕がある 。 尚 、 須恵

器坪の底部にはヘラ 削 り が認め

ら れ前代の所産であ ろ う 。

1 号溝址

遺構 (In-34·35) I 区の 2

叶 lco 

ー

怜
疇呵仰加灰グア呵砂加勿クー

A' 
• •  • 一一

355 . 7m 

� 
m - 65 22号住居址実測図
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号住居址の南収よ り 掘 リ 込 ま れ 、 ほぱ南北方向へ直線に延ぴる浅 いU 字形の溝である。 検出面で

の最大幅2. 0m 、 溝底幅は 1.2-1.4111 、 深さ25 cmを測る。

遺物 こ の逍構に付屈する追物は少批で、 土師器坪 • 甕 、 須恵器杯片が確認さ れる。 中世の遺

物がな い こ とから該期の溝址 と 考え て いる。 用途は不明である。

4 号溝址

遣構 ( 111-31 · 66) I I 区 の北端近 〈 に あり、 奈良時代の 3号溝址を切り 、 5 号溝址と並走す

る。 北西か ら 南 東方向へ直線的に延ぴ、 断面が逆台形状を 呈する。 確認された範囲での長さは約

4.3111 、 蚊大幅 1 . 25m 、 最小幅 0.95rn 、 溝底の平均幅 0.55m 、 深 さ 約 0. 65rn を 測る。

迫物 弥''"·時代後期の甕 ・ 壷片が出上 し て いる他、 該期の土師期坪片が得ら れただけである。

6 号溝址

lll-66 4 号溝址
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遺構 ,m--s9·67) rn区の中央に あ り 、 北

端は井戸 に よ り 批乱を受ける。 断面は逆台形

を呈し、 溝底而の傾斜は南から 北である。 確

認された範囲での長さは約2.9m 、 幅0.95m 、

溝底幅0.6m前後 、 深 さ は平均40cm程になる。

造物 弥生時代後期の壺片 と 該期の七師器

坪 • 須恵器 甕 片 を得ただけで、 中世の遺物は

な い。

7 号溝址

遺構 (III -68) 川区の中 央付近に あ り 、 16

号住居址の東壁を破壊して掘 り 込んでいるが、

北側は26号 ・ 27号土J,\府によ り 切 り 込 ま れ る。

断而は逆台形状 を 呈 し 、 溝l氏面は南から北へ

傾斜する。 確認された範囲 での長さ は約4.2

m 、 幅の平均1.3m 、 溝底幅 1 . l 111前後 、 深 さ

40cmを測る。

遣物 土師器 坪 ・ 甕 片 を 得ただけで 、 他の

時期の も のは な い。
B
 

lll - 67 6 号t,'1此I:'比WJl'J.I

SK27 

l
ハF

ーキ
355. 7m 

量麟
2m 

A
 

A' 
● " "  

:J55.7m 

旦. \ H B
 

1 号土凛

遺構 (III- 7 ·70) I 区 1 号住居址の床面

を掘り 込んでつ 〈 られている。 東西0.95m ·

南北0.85mの不整円形 を 呈し 、 床面からの深

さ は 9 cmである。 逍物は底面よ り 5 cm程浮い

た状態で出土した。

追物 (IIl-69) 1 は須恵器 の邸台付杯である。 坪部は直線的で、 薄手で ロ ク ロ 調整 も ていねい

に仕上げている。 底部外而には回転ヘラ削 り が施 さ れ る。 n径12. 7cm ・ 底径8.2cm ・ 器 届4 .3cm。

,1 I _fl_, 

贔
0 •) �ni 

111 - 68 7 号i/lf.lJI: , 26サ ・ 27サ上瘤‘及l!llt・スl

□ W ( 
1
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111 - 69 I 号土猥出土 十．器 ＇火測図
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Ul-70 l 号土猥

2 は 須恵器杯である 。 内外而 と も ロ ク ロ ナデ さ れ 、 底部に回転糸切 り 痕を残す。 ま た外面に 火だ

す き 痕が認め られる 。 口 径12. 5cm · 底径6.2cm ・ 器醐4 .8cm。 3 は土師器の小形甕で、 内 外面 と も

ていねいに ロ ク ロ ナ デ さ れ る 。

3 号土凛

遺構 (111- 71 ·73) Tl 区の北側に位附し 、 4 号土猥を切 り 込ん でい る 。 掘 り 込みは 2 段に な る

が、 上而形態は 径I.Omの円形を呈する 。 深 さ は48cm で あ る 。

迫物 土師器痰 、 it(思器坪片が 各 1 点出 土 し て い る に す ぎな い。

9 号土頃

遣構 (Ul -72·73) I 区の中央付近の土猥群の中 に あ る 。 形態は径0.95mの円 形 を 呈 し 、 深 さ

51cm を 測 る 。

遣物 須恵器台付杯 • 益 ・ 甕 片 が出土 し て い る に す ぎな い。

- 6 1 -



lil-71 3 号 （右） . 4 号（左）土壊、 2 号井戸址（上）

lilー72 I 区土横 • 井戸址群
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15号土壊

遣構 (IIJ- 73·75) LI 区 中 央付近の

土猥群内の一つである。 形態は東西 1. 3 

m 、 南北l.lmを測る不整隅丸長方形を

呈する。 深 さは5 3cmである。

遣物 土師 器甕、 須恵器坪 ・ 盗片 、

安山 岩製磨石で外縁に打痕のある凹石

( 111-1 03- 2 ) が出土 し て いる。

16号土墳

遣構 (IU- 74- 7 6) II 区 中 央付近の

土槻群内の一つである。 形態は桁円形

を呈し 、 長軸0.95m・ 東西 0.75m ・ 深

さ60 cmの規板になる。

遣物(ill ー 74) 深緑色を呈する 自 然

のかかった須恵器の大 きな破片 2点と

土師器甕片が出土 し て い る。 こ のはか

に 支脚状の土製品が 1 個出 土 し て い る。

これはハの字状に開 く 脚部に浅い四形

の受部がつ く 形態である。 全体に横方

向の雑なナデ調整が施されている。 受

部径6.7cm ・ 底部径8. 3cm ・ 器高 6.4cmの

大 き さである。

ーロロ ーロ〗
35込�m

髯
\ .• ••••. 呵

゜ 9 号士松競

17号土塙

遺構 ( lll- 73·76) I I 区の上猥群内

の一つである。 形態は不整 （円）形を呈

し、 掘 り 込みは 2段になる。 南北 1.85

m ・ 東西 1.5 0mの最大幅で、 深い掘 り

込みは検出面から40cmになる。

遣物 弥生時代後期の壺片のほか、

土師器坪• 甕、 須思器坪 • 甕片が出土している。

贔15号土檄

lro 

A' 

1 7号土堀
111- 73 平安時代土猥実測図

35i:_6m 

�� 
I,�I LI'� \

m 

。 JO.cm  

111- 74 1 6号土堀 ・ 出土土製品実測図
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III-75 I I 区土猥群（北よ り ）

ln-76 I I 区上壊群（南よ り ）

20号土凛

遺構 (III-77· 78) II区の最も 南 に ある。 形態は不整円形を足し 、 径 1 m前後、 深 さ 40cmの規

模になる。 底面よリ 3 cm程浮き、 やや南に傾いた状態で四耳壺が検出 さ れた。 ただ頸部以上はも

と よ り 欠損し て いたのであるか、 上面の肩部付近は表土除去中破損 を受けそのま ま 行方1�明にな

っ て し まった。 またこの土器を支え るよ う に束側に接 し て 角礫が認め られた。 そ し て周辺には土

器片が散在 し て お り 、 こ の四耳壺を蔵骨器とし て認定さ れるならば、 上部を 益 と し て 投っ て いた

64 



m-11 20号土猥

土器片が落下 し て .:: のような状態となった と 考えら れ な 〈

も ない。 それに し て も 埋没状態が深す ぎ る き ら い も ある。

磁物 (lll-79·80 J I は須恵器の四耳壺である。 屑部に

断面三角形を坦する一周の凸偕 を め ぐ らし、 その上に等間

附に 4個の粘七紐の耳を貼付する。 頚部よ り 上は欠損 し て

いた。 イ本部の外面は平行タ タ キ 目 が残 リ 、 底部付近はヘラ

削 り が施される。 内面は指頭圧痕が認められるが最終調整

はナデによっ ている。 尚 こ の七器内より人骨と思われる小

破片を検出した。 蔽竹器とし て 使用された も のであろ う 。

底径13.5cm ・ 残 存器高29.2cm。 2- 4 は土師器坪である。

2は体部が内湾しながら 立 ち 上が り 、 口縁部に至って幾分

肥原し外反する器形 に な る。 口径は13.9cm。 3 の底部外面

は回転糸切 り の後にナデによリ 調整される。 底径 6.5cm。 4

� 

,:�; 
心、／

゜ Im  

111-78 20号土猥実測図
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は内面ともにヘラ磨き力凋狐され

黒色処理された高台付皿形の坪

である。 口 径 13.4cm。 5 · 6 は

土師器甕である。 共に図上復元

し た部位の2分の 1以下の破片

出土である。 体部上反及ぴ口 緑

部はロ ク ロ ナ デが行われ、 その

痕跡を顕著にとどめる。 そして

中位から以 下は下から上ヘヘラ

削りが施される 。 内面の調整は

横ナデによっているが、 6 に は

更 にハケナデが用いられる。 6

の口径は22. 0cm ・ 現存器高20.2

cm、 7 は口径24.1cm ・ 現存器高

18.0cmである。

23号土填

遺構 (m-sz-s4) m 区の西

側にあり、 13号住居址に隣接す

る。 形態は不整楕円形を呈し、

東西0.9m ・ 南北0. 6m · 深さ30cmの規模である。

遺物 土師器坪、 須恵器甕片が出土しているにすぎない。

。 IOぐrn

IIl-79 20号土堀出土囮耳壼実測l忍l

26号土凛

遺構 (W-68) Ill区の中央東側にあり 、 7 号溝址 ・ 27号土猥を切 り 込んでつ 〈 られている。 形

態は開丸長方形を呈し 、 東西0.9m ・ 南北0. 65m ・ 深さ33cmの規模である。

遺物 弥生時代後期の高坪片が見ら れるほか土師器甕、 須恵器坪 ・ 蓋・甕片が出土しているに

す ぎ な く 、 図上復元でき る も の も な い。

遺構外出土の土器 (IIl - 8 1)

こ こ では 、 平安時代以前の遺構に伴うものと、 検出面から採集した 土器を取 り 扱 う 。 それ故 、

中世の遺構から出土 し 図上復元可能なも のについては、 その遺構の項で記載するこ とにする。 ま
た石製品等について も時期不明のものが多いので別記する。
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111-80 20号土扮笥出土土器実測図

1 · 2 は土師器坪である。 1 は体部が湾曲し、 口縁部が外開気味に なり、 恐 ら 〈 高台が貼付さ

れる器形になるであ ろ う 。 外面は ロ ク ロ ナデ調整痕を残しているが、 内面は口縁部が横方向の、

他は縦方向のヘラ磨きが施され黒色処理される。 口 径14 . Ocm。 2 に も 高台が貼付され、 その痕跡

をとどめる。 底部外面は回転糸切り痕を残 し 、 底面は雑なヘ ラ 磨 き の 後に黒色処理される。 口 径

15. 0cm。 3は中世のいわゆる カ ワ ラ ケである。 5 -14は須恵器坪である。 5 - 8 の底部には回転

糸切り 痕が認め られ 、 5 は完全な遠元烙焼成に な ら ず橙褐色を呈する。 6の内面 と 11 ·14の外面

に 火だすきがあ り 、 1 0の外面 に 自 然釉が付滸 し ている。 9 の底部外面はナデ調整である。 5 の底

径6.2cm · 6の 口 径12. 9cm ・ 底径5.5cm ・ 器高3.4cm。 7 の 口 径13. 2cm ・ 底径6.6cm ・ 器高4. 0cm。 8 

の 口 径12.3cm · 底径6.2cm ・ 器高3.3cm。 9 の 口 径13.8cm ・ 底径6.5cm ・ 器高3. 3cm。 1 0 の 口 径13.5

cm。 11の 口 径13. 0cm。 12の 口 径14 . 1cm。13の 口 径13. 9cm。 14の 口 径14 . 0cm。 15は灰釉陶器の塊であ
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lll-81 検出面出土土器実測図

る 。 口縁端部は 短 く 外反し丸味を も っ て終 わ る 。 口径16. 2cm。 灰釉陶器の出土批は 少 な く わずか

に数点認め ら れ る程度である 。 16 · 17は須恵器蓋であ る 。 16には偏平擬宝珠形のつ ま み を 付 し 、

天井部が丸味 を も っ て 口縁部に至る 。 17の口緑部は凹み を 有す る も の嘴状形態 を と ら な い特異な
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船形である 。 I l 径13.5c:rn · 18は 須恵器短頸壺で、 n 縁部はやや内傾気味に短 く 立ち上がり 、 口 唇

部が面1r1.. リ さ れ る 。 1 1 ff-.8. 9C'm。 20は げ雨器の小型甕て·n縁部がやや緩 〈 短 〈 〈 の字形に外反する

形態に な る 。 内外1(11 は比較的ていね＼ ヽ に ロ ク ロ ナデが施 さ れて ＼ ヽ る 。 い 径9.0cm。

第 6 節 中 世以降の遺構 と 遺物

遺描は ,J.,I 該期の道物の出 七 を も っ て 年 代 を 比定 し た。 確認．又は 検出 し た遺構は 、 溝址 2 ケ 所 ・

11: 巨址20桂 、 K堀 5 :J,.� に す ぎ な い。 追物は 少 低 な が ら 各調査区全体に認め ら れ た。 尚 、 前節でも

触れたかJI平.tJI:に お い て は 形態等に そ れ程の相迫が認め ら れ な いの で、 本節で取 り 扱 う 。 実測図

のfr,J渾i 及び深さの数値は確認l面 ま で深 さ を 示 す。 ま た近 世及ぴ現代に至る 井戸址と 思われ る も の

も 符 l二{F-在 し た が、 ｝ミ t除去の際上部逍構を掘削 し て し ま っ た た め本報告因では 取 り 扱 わ な い。

ま た い器1mは 1-_t,ifi 'l'iの小形の llllを カ ワ ラ ケ 、 胎 土が砂質の も の を内耳七器 と 呼称 し た。

2 号溝址

追桃 111 -37 · 82 · 83) l l 区の北側にあ リ 、 南北方向へ直線的に延ぴ る 滞 で あ る 。 確認さ れた

範囲でり）E� さ は 10. 3()111 · I鼠r-:均1. 70m 、 溝底幅最 大 I .Om、 同最小0.45m を それぞれ測 る 。 底面

の傾斜は地形に そ っ て南 か ら 北へ傾き 、 掘 リ 込み は緩やかで断面形態は逆台形状に な る 。 裂土上

111-82 2号溝址
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lll-84 2 号溝址出土土器実測図(1)
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IJl-85 2 号溝址出土土器実測図(2)
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層よ り内耳土器がはぽ同

ー レ ペルで出土 している。

溝址の掘り込まれた時期

は、 この土器より古 〈 、

平安時代ま で遡 る 可能性

も あ る 。 尚底面よ り土師

器坪 (111-84- 1 ) が出土

し ている。

遺物 ( 1 11-84-86) 平

安 時 代 の 土 師 器 杯 ( l
。 10cm 13 

- 3 ) 、 カ ワ ラ ケ 皿( 5 )

台付101(4 ) 、 内耳土器 ( 6 - 13) があり、 軽石製小石臼 ( 111ー 103- 4 ) が出土 し て い る 。 1は外面

lll-86 2 号溝址出土土器実測図(3)

ロ ク ロナデの後底部外面及ぴ外縁に回転ヘラ削り が施される 。 内面は比較的ていねいにヘラ磨き

が行なわれ黒色処理される。 ほぼ完形で口径13.2cm ・ 底 径 6. 3cm ・ 器高4.9cmである 。 2 · 3 も 外

面はロ ク ロ ナデされ、 内面はヘラ磨きされた後に黒色処理される。 2の口 径は13.8cm、 3は12.2

cmである 。 4 は断面三角 形状の高台が貼付され内外面と も ロ ク ロ ナデされた後ナデられる 。 5 も

4 と同様の手法によ り調整されるが底部外面に回転糸切り 痕を残す。 4 · 5 とも 完形で、 4 はロ

径9.0cm ・ 底径4. 6cm ・ 器高 3.2cm、 5 は口径7.7cm ・ 底径5.5 cm · 器高1.9cmである。 6 - 12はいず

れ も 内耳土器である。 6 - 9 · 1 1 · 13の破片には内耳部が接合 し なかったため図示してない。 こ

れらは口 縁部の形態差から大 き 〈 2 つに分けられる 。 6 · 7 は口 縁部が頸部で鋭 く 〈 ぴれ る こ と

な 〈 直線的に立ち上がる形態を呈する 。 とも に内外面 と ロ ク ロ ナデされ、 口 唇部は面取 り される 。

6 は口緑部が強 〈 ロ ク ロナデされる ため体部との間に段をな し 頸部内面に緩やかな稜を形成する

が、 7 の稜は不明瞭である。 6 は口径24.4cm、 7 は33. 2cmである。 8 - 12はい ず れ も 口 縁部 と 頸

部でく の字状に短 〈 屈 曲 し 、 頸部内面に鋭い稜を形成し、 その後内湾気味に立ち上がる形態を呈

する。 底面は薄〈 仕上げ、 10 · 12は上げ底にな る 。 調整方法は前者と同様である。 8 は口 径 34 . o  
cm、 9 は24 . 4 cmである。 10 · 12はほぼ完形に近 く 、 10は口径2 6.2cm · 底径20.8 cm ・ 器高14 . 6cm、

12は口 径 32. 3cm、 底径27 cm ・ 器高18.9 cmを測る 。 11は全体の 8 分の 1程残存し 、 口 径 32.2 cm ・ 底

径29. 6cm ・ 器高18.7皿になる。 1 3は口 縁部付近が欠損 し て い る 。 底径27. 1cm。

8 号溝址

遺構 (IIJ-87·89) lll区の東側に位沼し 、 33号土猥を切り込んで掘られ、 溝底が西から東へ傾

斜するU字状溝である 。 確認された範囲での長さは4.95m・幅平均 0.4m・ 溝底幅30 - 35cm ・ 深 さ

25- 30cmである 。
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Ul-87 8号溝址、 33号土猥実測図

逍物 出土批は少ないが、 平安時代の土師器坪 ・ 甕、 須恵器坪 • 高台付坪 ． 甕及 び カ ワ ラ ヶ ・

内 耳土器の各小破片が出土 し て い る 。

18号土壊

遺構 ( UJ - 76·94) I I 区 中 央の土猥群の一つ であ る が、 本土猥だけが中世に 比定 さ れ る 土器が

出 土 し て い る 。 一 辺0 .8m程の不整方形を 呈 し 、 深 さ は35cm を 測 る 。

遣物 出土遺物は土師器甕、 須恵器坪 、 カ ワ ラ ケ、 内耳土器の各小破片があ る にす ぎ な い。

21号土壕

遺構 (lfl -20·45) II1区の中 央に あ り 、 8 号住居址の床面 を掘 り 込み 、 9 号井戸址に よ り 北束

開が破壊 さ れ る 。
一辺0.7mの方形を呈し 、 検 出 面 か ら の 深 さ は46cm を 測 る 。

遺物 出土遺物は土師器坪 ・ 甕、 須恵器坪 、 内耳土器の各小破片 で あ る に す ぎ な い。

28号土墳

遺構(IIl-94) III区の中央束 よ り か ら 検出 さ れ た 。 長軸がN-80·-w方向 を と る 悶九長方形の

土猥で、 長軸1. 75m ・ 短軸 （幅） 0.6m ・ 深 さ 28cm を 測 る 。 毅土は他の も のが黒褐色粘質土に な る

の に 、 こ の 土猥は灰褐色砂質土で あ っ た 。 墓城の可能性があ っ た ので惧厘に調査 し た が、 人骨等

確認で き なか っ た。

遺物 毅土中 よ り 須恵器高台付坪 ・ 蓋 ・ 甕、 カ ワ ラ ケ 、 内耳土器片が出土 し て い る 。
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111-88 31号 ・ 32号土猥、 16号 ・ 17号井戸址
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31号土填

遺構 (lll-88-90) III 

区の東端に あ り 、 互いに

重複する 中世遺構の中 で

最 も 古い。 短軸幅0.9mの

楕円形を呈する も の と 思

わ れ る 。 深 さ は57cm を測

る 。

造物 (ITI-91) 出土遺

物は少ないが、 器種に土

師器坪 ( 1 ) ・甕、 須恵器

坪 ( 2 ) ・ 蓋 ・ 甕及ぴ内耳

土器があ る 。 1 は体部に

丸味 を 有 し 、 口 縁部が外

反 す る 器 形 に な る 。 体部

外面は ロ ク ロ ナ デに よ っ

て お り 、 内 面 は て い ねい

な ヘ ラ 磨 き が施 さ れ黒 色

処理さ れ る 。 底部外面に

回転糸切 り 痕を残す。 ロ

蕊澤澤、 、ミ、ゞ I 
to 

·-

゜

瓢

Jco 

A' 

B 、

2m 

B 、
SK32 A
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暑

'
lll- 90 31号 ・ 32号土横、 16号 ・ 17号井戸址実測図

゜ IO<·m 

径13.0cm ・ 底径5.7cm ・ 器

高3.6cm。 2 の体部は直線的に外開す る 。 底部外縁に変形台形状の高台が貼付される 。 口径11.5cm ・

([1-91 31号土堀出土土器実測図

底径8.2cm ・ 器高3.6cm。

32号土凛

遺構 ( W -88-90) UJ区の東端に位躍する 中世遺構群の一つで、 31号土猥 よ り 新 し 〈 、 16号 ・

゜ lQcm 

III-92 32号土猥出土内耳土器実測図
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17号井戸址より 古い。 東西約 1.5m を短軸とする不整悶丸方形を呈するものと思われる。 深さは54

c m を 測 る。

迫物 (rll-92) 出土遣物は少な〈 、 図上復元で き るものは内耳土器 l 点である。 口 縁部は頸部

よ り 内屈 し 、 体部は直 立 し た器形になる。 ま た口緑部内面下方は幅の広い凹線状になる。 内外面

の調整は ロ ク ロ ナデによって いる。 口径は大き 〈 35. 6cmを測る。 このほか火山弾製石臼 ( 111 ー 103-

3 ) が出土 し て いる。

1号井戸址

逍構 (111- 7 ) 1区 1 号住居址の西にあ り 、 ほとん どが調査区域外にある。 形態は円形を呈す

るものと思われるが、 規模等は不明である。

遺物 器種に土師器坪、 須恵器坪、 灰釉陶器瓶があるが、 図上復元が不可能な小破片である。

2号井戸址

遺構 (I0- 71·93) I 区の中央付近にある。 形態は径 0.85mの円形を呈する。 深さは1. 31mま

で検出した。

遺物(!ll-93) 図上復元が可能なものは土師器甕片 1 点だけである。 甕は頸部の屈曲がほとん

-o- \ 
355.6m , . , ... 

IIm­
璽

鐵議鵬
冒
。

）
 

）
 J 

） 

゜ IOcm 

W-93 2 号井戸址 ・ 出土土器実測図

どなく 、 口縁部が直 立 し 、 屑部の張 り がほとん どな 〈 、 最大径が体部中央付近にある ズ ポ ッとし

た長胴形の器形にある。 口 唇部は面取 り され平坦になる。 内外面ともに ロ ク ロ ナデで調整される。

ロ径22.1cm。 この他に内耳土器片が出土している。

3号井戸址
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UI-94 中世の土横 • 井戸址実測図

造構 (III-72 · 94) I区遺構群の中央付近 に ある。 東西0.95m・南北0.85m の不整円形を呈す

る。 深 さは95cmまで確認した。

遺物 出土羅は少な〈 、 カ ワ ラ ケ片・ 内耳土器片が出土し て いるにすぎない。

4 号井戸址

遣構 ( 111-72 ·95) I 区 の遺構群中 央付近にあ り 、 3 号井戸址の南にあたる。 径 0.9mの円形を

呈 し、 深さ90cmまで確認した。

-0- \ 
3翌6m

＇ ＇ 
0 lm 

JJI-95 4 号井戸址 ・ 出土土器実測図
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遣物 on-95) 1 は カ ワ ラ ケで あ る 。 ロ ク ロ ナデで仕上げ ら れ る が、 そ の 後底部付近は内外面

と も ナデられる 。 底部外面には回転糸切 り 痕を残す。 口径10.0cm ・ 底径5. 6cm ・ 器高2. 1cm。 2 は

須恵器壺の底部付近の破片である 。 厚手の高台が貼付さ れ、 底部外面は回転ヘラ 削 り 力凋i さ れ て

い る 。 ま た外面には 自 然釉の付箔が顕著であ る 。 こ の他に内耳土器片 、 獣骨が出 土 し て い る 。

5 号井戸址

遣構 ( UI-72·94) I 区の中央よ り 南側 に あ り 、 2 号住居址の北に あ た る 。 形態は上面で径0.9

mの円形を呈するが、 遺構西側の90cm程掘 り 下げた と こ ろ に段 を 有 し 、 径0.66m に な る 。 深 さ 1 . 2

m ま で検出 し た。

遺物 弥生時代後期の壺片 、 平安時代の土師器甕片 、 須恵器高台付坪 ． 甕各片が出土 し た が、

中世に比定 さ れ る迫物は 出 土 し て い な い。

6 号井戸址

遺構 (lll-34·35) I 区の 2 号住居址西側の一部 を切 り 込んで

掘 ら れ て い る 。 形態は径O gmの円形を呈する 。 0.78mの深さ ま で ＼
＼とニニ：

�

検出 し た 。 ? I I I I 5fm 

遺物 (111-96) こ の 遺構か ら も 中世に比定 さ れ る 遺物 は 出 土 し Til-96 6 号井戸址出土土器実測図

て い な い。 図示 し た も のは灰釉陶器婉である 。 体部下方外面 な ら ぴに

底部は回転ヘラ削 り さ れ丸 味 を有する 。 三 ヶ 月 高台が貼付 さ れ る 。 底径7. 6cm。 この他に弥生時代

後期の甕片 が 2 点 出土 し て い る だけである 。

7 号井戸址

遺構 ( III-37) II 区 2 号溝址の西側に あ り 、 3 号住居址の東壁を切 り 込ん で い る 。 そ の ほ と ん

どが調査区 に あ る ため 、 形態は円形を呈す る で あ ろ う ぐ ら い し かわか ら な い。 深 さ は0.68m ま で

確認 し た。

遣物 土師器内黒坪 ・ 甕各片 、 内耳土器片が出土 し て い る にす ぎ な い。

8 号井戸址

遺構 (In- 16·99) Ill区 と II 区の接合地点に位置 し 、 5 号 住居址の床面 を 掘 り 抜い て い る 。 検

出は南側半分だけであ る が、 深 さ 0 . 9m ま で確認 し た。 出土遺物 は な い。

9 号井戸址

遺構 Oll -20·45) III区の中央部 に あ り 、 7 号- 9 号住居址及ぴ21号土城 を 切 り 込んで掘 ら れ

- 79 -



ている。 形態は径1. 1m程の不整円形を呈する。 深さは0.71mまで確 認 し た。

遣物 内耳土器片が出土したにすぎない。

10号井戸址

逍構 ( W-53·54) In区の西側にあり、 13号住居址の床面を掘 り 抜いて いる。 形態は 一辺0.8111

程の方形を呈する。 深さは0.7mまで確認した。 遣物の出土はなかったが、 上面には 大きな石がほ

うり込まれていた。

11号井戸址

迫構 cm -94) m区西側の ビ ッ ト 群内にある。 形態はほぼ 1 . 05mの円形を呈する。 深さI.Om

まで確認した。 造物の出土はなかった。

12号井戸址

遺構 (UI-25·55) III 区西側の15号住居址の床面を掘り抜 く 。 形態は 0.9mの円形を呈する。 深

さ0.77mまで確認した。 遺物の出土はなかった。

13号井戸址

遺構 (Til-62·6 3)

IIJ区の東側にあり 、

20号住居址を切 り 込

んでいる。 上面形態

は 南北0.9m ・ 東 西

0. 7mの不整 円 形 を

呈する。 南側は深さ

80cm栢拶りところで段

一 ー•
9
（

 
ヽ
9

-_
-ー

lfl-97 13号井戸址出土内1「土器実測図

を有し 、 下面は径0.6 6mの円形に近い形態になる。 深さは 1 . 07mまで確認した。

遺物 cm-97) 固示したものは内耳土器である。 内耳の部分は欠損し ている。 頸部で幾分屈曲

するものの、 体部及ぴ口縁部は直立する器形になる。 内外面とも ロ ク ロ ナデ調整で、 口縁部にそ

の痕跡を顕著に残す。 口 唇部は面取 り され平坦である。 口 径25.2cm。 こ のほかに土師器坪 • 甕、

須恵器坪 • 高台付坪、 カ ワ ラケの各小破片が出土 し ている。

14号井戸址

逍構 (III-94) III 区の西側にあり、 この遣構も大き 〈 、 上 • 下 2而ある。 上 ・ 下 面とも形態は
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円 形 を 呈 し 、 上面の規模は径1.5m 、 下面は径0.94m を 測 る 。 深 さ 2 . 0 m ま で 確 認 し 、 下層は水溜

ま り がで き 水位面に近い こ と を う かがわせる 。

遣物 須恵器坪 • 高外付坪 ・ 甕、 大形の カ ワ ラ ケ 、 内耳土器の各破片が出土 し て い る 。

15号井戸址

遺構 (ill -98) Ill区の束側に位置する 。 大形の造構である 。 上面形態は束西 1 . 75m ・ 南北1.50

mの不整円形を呈する 。 掘 り 込みは傾斜を有 し て お り 、 下部へ行 〈 程形態は円形に近 く な る 。 深

さ は0.7m ま で確認 し た 。

遺物 (lll-98) 図示で き る も のは内耳土器 1 個で あ る 。 体部は底部か ら 直線的に 立 ち 上 が り 、

口縁部は緩やかに く の字状を 呈 し て外反す る 。 内 外面 と も ロ ク ロ ナデ調整 さ れ る 。 底部は薄 〈 つ

く ら れ て い る 。 内耳部は欠損 し て い る 。 口 径32.8cm ・ 底径25.6cm ・ 器高18.8cm。 他の器種に弥生

355 . 7m 

｀ ー
。 2m 

/ゾ)�
) _) )  

ー） ／ぅ

〇． 2.m 

ll!-98 15号井戸址 ・ 出土内耳土器実測図
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時代後期高坪 、 土師器内黒坪 ． 甕、 須恵器坪がある。

16号井戸址

遺構 ( 111 -88-90) l1l区束端の中世遺構群の一つで、 31· 32号土堀よ りも新 し い。 形態は短軸

o.sm程の不整円形を呈する。 深さ1. 02m ま で確 認 し た。 覆土は白褐色粘上を含んでおり 、 他の逍

構と趣を異にする。 こ の あ り 方は近世以降のも のに も 見 ら れ て い るので後世の も のか も し れない。

逍物の出土はなかった。

17号井戸址

逍構 (UI-88-90) [II区東端の中世遺構群の一つで、 32号土堀内にある。 形態は南北0.85m·

東西0.75m の不整円形を呈する。 深さ0.89 m ま で確認した。 遺物は32号土堀 と 混在 し て し ま い、

井戸址 と し て の遺物は出土 し なかった。

18号井戸址

遣構 <m- 16·99) m区の中央にあり 、 5 号住居址の床而を掘 り 抜いている。 形態は径0.7:im

1J1 -99 8 号（下）・18号（上）井戸址
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程の不整円形を呈する。 内部に は大小の自 然礫が検出面からほうりこまれていた。 5 号住居址の

床面か ら 0 .3mを確認した。

遺物 検出面からの遺物に内耳土器片がある。

遺構外出土の遺物 (JU- 100 · 10 1) 

図上復元でき るも のは、 カ ワ ラケ (lfl-81- 3 ) と内耳土器 (ill ー 100- 1 - 3 ) にすぎない。 カ

ワ ラケは内外而とも ロ ク ロ ナデされ、 底部に回転糸切 り 痕を残す。 口径7.6cm ・ 底径4.4cm ・ 器高

1 .7cm。 内耳土器は内耳部が欠損しその形態は不明である。 m- 100- 1 は体部が直線的に外反し

つつ立ち上がるが器高は低い。 口径31.2cm ・ 底径27.3cm ・ 器高7.6cm。 2は口 縁部付近で若干内湾

し、 口唇部は面取 り される。 また内外面とも に ロ ク ロ 調整痕を顕著にとどめ て いる。 口 径24. 0cm。

3は体部が底部よ り直線的に 立ち上がる形態で、 底部の屈さは 2- 3 mmと薄い。 底径21.8⑳I。 こ

のほか時期が判明するも のに究永通宝 2枚 (III- 101) がある。

〇• lQcm 
lll-100 遺構外出土内耳土器実測図

゜ 5cm 
IJ(-101 遣構外出土の寛永通宝拓影
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第 7 節 時期不明 の遺構 と 遺物

ここでは出土遣物が少な 〈 、 時期が明確に求 められない遺構が検出面からの出土遺物で奈良時

代 以降 のどの時期にもありそう なものをあつかう 。

23号住居址 ( ?)

遺構 cm -26) m区の西端に位置し 南 壁 の一部を検出し たにすぎない。 壁は直線にならず大

きな円弧が重複 しているよ う な感がある。 住居址かどう か疑問である。 床面ま での深さ32cmを測

る。

□ :�-� 三／ ーーロ ロ＼

u � y 2 号土堀

/
□355_
U
 

m
 

A-

5
 
3

 

。い
f

 

355.6m 

7 号四 . 8 号向土城

- � 

13号土堀

ーーロ� 1

35込§m

10号土檄

14号土堺i

35廷m

贔19号土城

贔29号土）j屑

lll-102 時期不明の土猥実測図

゜

三 ］355 . 7 m  
● ● 9 ●  ,.. ' 

贔30号土堀 2m 
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2 号土頃

逍構 (111-102) I区の 2号住居址の南にある。 形態は最大径 1.om程の不整円形を呈する。 深

さは3 0cmを測る。

4 号土墳

逍構 (111-71·73) I区の中央付近に位盟し、 3 号土猥 によって切り込まれている。 3 号土猥

は平安時代に比定されるので、 この時期以前のものである。 形態は径 0.95mの円形を呈する。 深

さは8cmと浅い。

5 号土墳

遺構(111 -72· 102) I 区の中央付近にあるが、 西側半分は調査区域外へ延ぴる。 形態は南北（短

辺） 0.75mの開丸長方形を呈する。 深さは37cmである。

6 号土凛

逍構( 111-72· 102) 5 号土堀の南に隣接し、 やはり西側の一部は調査区域外にある。 形態は0.7

m程の円形を呈し、 深さ24cmを測る。

7 号土壌

遣構 (111-72 · 102) 7 号土松彫の東に隣接する。 形態は南北1. 1 m ・ 東西0.5mの半月形を呈す

る。 深さは 14cmである。

10号土壊

遣構 (III-72·102) 2 号住居址の北側にある。 形態は最大幅1.osm の不整円で、 深さは18cmで

ある。

11号土凛

遣構 1 0号土痰の南に隣接する。 形態は円形を呈し、 径 0 .94m ・ 深 さ 5 cmを測る。

12号土塙

遣構 (LLl-34·35) 2 号住居址の床面を掘り込んでいる。 形態は径0.85mの円形を呈し、 検出

面から の深さは48 cmになる。

-85 一



13号土墳

遺構 (ill一76·102) I I 区 中 央付近に あ り 、 土猥群内で最 も 北に位骰する 。 形態は南北1 .2m ·

東西1.osmの不整円形を呈する 。 深 さ は40cmである 。

14号土填

遺構 <m-75 · 102) 13号土猥の南側 に あ る 。 形態は最大幅90cmの不整円形で、 深 さ 40cmであ

る 。

19号土凛

遺構 (III-76·102) II 区土猥群の う ち南に位謹 し 、 東側半分は調査区域外 に あ る 。 規模は不明

で あ る が、 他に比べ大 き な長楕円形を呈する も の と思われる 。 深 さ は27cmである 。

22号土墳

遣構 ()IT ー 19 · 20) Ill区9号住居址の床面を 切 り 込んでいる 。 上面形態は南北0.9m ・ 束西0.7

mの不整長方形に な り 、 床面よ り 10cmの深 さ の と こ ろ で一辺50cmの開丸方形を呈する 。 検出面か

らの深さ は63cm を 測 る 。

24号土墳

遺構 (lll-52-54) rn区の西側に あ る 。 形態は最大幅0.8mの不整円形で、 深 さ 25cmを 測 る 。

25号土填

遺構 (HI-26) III区の最西端の遺構であ る が、 北側の一部は調査区域外に延ぴる 。 形態は短軸

（東西） o.sm程の楕円形を呈す る も のと思われる 。 深 さ は30cmである 。

27号土填

遺構 (llI-68) III区中央付近の 7号溝址にか か り 、 26号土猥に切 り 込ま れ る た め規模等は不明

で あ る 。 形態は隅丸方形が予 想 さ れ る 。

29号土填

遺構 (III -102) III区の東側に位置する 。 形態は南北1.2m ・ 東西1.omの不整円 形 を 呈 し 、 深

さ は29cmに な る 。

30号土壊
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rnー 103 鉄製品 ・ 石製品実測図
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遺構 (IIl- 102) 29号土堀の西側に隣接し 、 北半分は調査区域外にある 。 形態は径o.sm程の円

形 にな る ものと思われる 。 深 さは 32cmである 。

33号土壕

遺構 (Lil-89) II区東端の遺構で、 8 号溝址に北側を破壊される 。 長軸（東西） 1.2mの不整隅

丸方形の形態を呈す。 深 さは30cmである 。

ピ ッ ト群

遺構 (Lil-25·53) m区の西側 、 1 3号住居址から14号住居址付近に散在する 。 径20-50cm代の

ものまでさまざまで、 深 さ も 10- 30cm代のものまである 。 調査範囲内では統一性を も っ ていない 。

またこの検出面に は他の遺構は確認できず 、 焼土等 も な かった。

大溝址 ( ? )

遺構 (ill ー 4) ill 区東側の14号・ 15号井戸址検出中に確認し た も ので、 約45'の傾斜を も って北

側へ落ち込んでいる 。 溝の規模等は不明であるが、 ほぼ束西に流路を も つ ものと思われる 。 尚 こ

の溝址は、 他の東端の遺構検出面からは確認できな かったので、 上面の掘 り 込みはこれ以下とい

うことになる 。 そ う すれば平安時代以前にその年代が求め られ 、 条里水田 とのかかわりがある も

のと推定される 。

時期不明の遺物 (Ul- 10 3)

鉄製鎌 ( 1 ) と石製品(5 - 12) がある 。 鎌は 1 号住居址上面より出土し て もので、 箔装部と先

端部付近を欠損 し て いる 。 刃 部は鋭利で曲 刃である 。 5 は弥生時代の石英閃縁岩製の太形蛤刃石

斧の残欠を再利用 し ている 。 刃部は敲打器に使用された後に磨石と し て い る 。 6 は定形の砥石で

良 〈 使用され薄い。 7 · 8 は安山岩製の敲打器で、 先端と背面の一部に打痕がある 。 9-12は火

山弾 （安山岩） 製の石臼である 。 10 · 11は両面が使用され 、 11は穴が打辿して し まって い る 。

-88 ー



第 4 章 結 吾
11
11
 
n
 

調査地は 、 塩崎遺跡群の北側に位晋するが、 薬壺形灰釉陶器が単独出土し て い るだけでその内

容はもう一歩判 然としていなかっ た。 地形 も ま たしか り 。

地形においては、 浄信寺川 が後世の開削によ り 今の位領に設置 されたと聞 いていた。 それ故に

こ の周 辺の微地形それ程古いものと考えていなかった。 しかし 調査の結果から判 断すると現在の

浄信寺川のある位沼は旧米から凹地化 し ていたこと が う かが え る。 調査地のIll 区の北 、 I区及ぴ

II 区の中央付近から地形の変換が認 め ら れ、 これ以降北側 は 角 度 を も って傾斜する。 遺構 ・ 遺物

もこ の地を境に激減する。 現在の浄信寺川付近では無遺構• 無遺物地帯になる。 即ち 、 浄信寺川

は 旧 来か ら あ っ た河川跡の凹地を利用して掘削されたもので、 この地ではなければならないとの

積極的理由からでな く 、 単 に 地形的要因に よ るとこ ろが大き かったと想像される。 も っ と推定す

るこ とが許されるならば、 ここは聖川 の旧河川路で、 こ れを利用し て平安時代以前の後背湿地水

田の悪水払いが行われていたかも しれない。 しかし時期不明の遺構の項で述ぺた大溝址の存在と

を 考え合わせると、 この大溝が掘ら れた時期には こ の凹 地はほとんど埋没してしまい平坦化して

いた可能性が強い。 今のとこ ろ塩崎遺跡群内で地形及ぴ逍構 ・ 遺物の発見に空間が認められるの

はこ の地点だけである。

縄文時代晩期末葉に位謹する氷式の浅鉢片が 1 点検出されていることに注目 される。 それは該

期の土器片が塩崎遺跡群内から散発的に出土し たことは前記したところであり 、 どれも破片の磨

耗が著しいとの記述がない。 千曲川 の洪水よりもたら されたものとは考え に 〈 〈 、 縄文時代晩期

の終末頃には既に生活域を形成していたものと考えたい。 ただ弥生時代屑 の下部に存在するのか、

同時代面に展開するのか、 現在までの調査所見か ら 明らかにできないのは残念である。

弥生時代の遺構・遺物は数巌とも少なかったが、 遺物において注意を要するものがある。 今ま

で吉田式 ・ 箱泊水式は明瞭とは い か ぬ ま でも大別は可能であった。 しかし今回検出したのもは 、

吉田式の要素を引 き 継 い だ壺と甕があれば、 単品で見る限り 箱清水式と認定される甕がある。 こ

れは両期の接点付近に編年されるぺき 逍物と考え ら れな 〈 もない。 ただ両者が出土 した遺構は2

軒の住居址にとどまり 、 ほとん どが破片出土で、 他の器種とのセ ッ ト 関係を把握するま でに至っ

ていない。 今後の調査に期待し よ う 。

古墳時代の遺構 ・ 遺物は、 今回 の調査か ら は何も見い出せなかっ た。 遺跡群内の過去の調査例

では 、 確実に それも爆発的展開を示していたのに、 その範囲は調査地にも及んでいない 。 い かな

る理由があったのであろうか。 調査か ら は何も引 き 出せない。 浄信寺川の凹地に聖川 が暴れ ま く

っていたのであろうか。 何とも不思議な現象である。
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奈良時代の遺構 · 遺物は数最とも少ないものの確実に存在する。 山崎迎跡での調査を見ないま

ま記述することは誤りを犯す恐れがな 〈 もないが、 塩崎小学校地点遺跡に核を有する集落の北端

付近のものと考えられる。

平安時代に至ると遺構数• 遣物最を増 し 、 住居址は 、 地形変換点より南 の平坦部 (Ill区） から展

開するよう になる。 規模は 2 m代から 5 m代のも のま で様 々 あ り 、 内容も 一 様でない。 調企時に

は カ マ ドが完存するものはな 〈 、 全て破壊された状態での検出であった。 遺物から みると、 坪底

部に み られる回転ヘラ削りと回転糸切り痕を残すもはのが同一遺構から出土 し て いる例が 多 〈 。

須恵器の残存比率も 嵩 〈 、 灰釉陶器がほとんど認めら れないことを考慮するならば、 奈良時代に

近い集落といえよう。 そのため住居の移転の際 カ マ ド構築石材等は抜き去られたのであろう。 こ

のことは 、 出土 土器には完形で残存するものが皆無に近いことも移転を襄付け て いる。 も う一つ

重要な遺構に20号土猥がある。 四耳壺が直立した形状で検出され、 人骨小片が確認され蔵骨器と

し て利用されていた可能性が強く 、 四耳壺蔵骨器説を主張 し て いるように思える。

中世の遺構は 、 特徴的な カ ワ ラ ケや内耳土器の出土をもって該期のも のと認定している。 その

ため 2 号溝址は 、 上面から内耳土器が集中的に認め ら れ、 底面より平安時代に比定される土師器

坪が出土 し て いるので、 こ の溝本来の利用は平安時代に位四づ〈 可能性がある。 ともあれこの時

代を代表するものに井戸址を上げることがて き る。 塩崎遺跡群 · 篠ノ井遺跡群•横EEi逍跡群の過

去 の調査でも検出されている。 千曲Ill . 堅JIJ等水辺に近い のにこれ程の井戸が必要であったのか

疑問を残す。 表土除去の際、 現存する井戸 cm区 と n区の接点付近） の撤去に 立ち合う ことができ

た。 この時の所見では 、 現地表下2. 6m で水面に達する。15号井戸址では検出面より2 111 近 〈 札ill ')下げ

た所で、 水溜ができ湧水面に達 し た こ とをうかがわせる。 これら の井戸址は 、 基本形態を円形と

し、 直の素掘である。 1 0号 ・ 18号には石が投げ込まれており 、 また1 6号には白褐色枯土プロ ソ ク

が混入が毅土となり 埋められた可能性が強いが他は 自 然堆積と思われる。 余談であるが井戸を埋

める際、 梅と虹を投げ込むと良いとされる。 埋め （ 梅） て 良 し （ 臨 ） とい う こ とらし い。

近世以降集落が形成され、 地下の利用が著し 〈 、 何度も何度も井戸 · 貯蔵穴とおぽ し き も のが

掘られている。 そのいく つかは検出面に及んでいる。

以上、 調査の結果を瞥見 し たが、 小規模のそれも ト レ ンチ （試掘坑） 的な調査であったので、 問

題を残すことろが 多 〈 、 やり残 し た部分もあり、 今後の調査を待ちたいとこ ろであるが、 現在調

査地の近隣は宅地が密集 し て お り 不可能に近い。 こ の地にこの内容の迫構 ・ 逍物があっ たことを

認識し 、 将来の調査を待っ て問題の解決にせまりたい。
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